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がされているとはいいがたい。   
さらに、アメリカ美術史における国吉康雄の活動を調査した研究に、トム・ウルフ(Tom 
Wolf)の「The Tip of the Iceberg in Early Asian American Artists in New York」(2008)16、
The Artistic Journey of YASUO KUNIYOSHI, (2015)がある17。これらはアメリカ美術界
での国吉康雄と日本人画家の活動に言及した重要な論考だ。だが、調査対象は英字資料にと
どまっているため、ニューヨークの日本人社会で、日本人画家がいかに評価されていたかは








































































そこで第 1章から第 4章では 1900年から 1920年にかけてニューヨークで日本人が発行
した新聞や雑誌を取り上げて、これらのメディアで発表された文芸作品の様相を明瞭にす
る。第 1 章では、1900 年にニューヨークで発行された、英字新聞『Japan and America』
の発刊の意図と特色を探る。そこで同時期に発行されたシアトルの『Japan Current』とサ
ンフランシスコの『Chrysanthemum』とを比較検討し、ニューヨークで日本人により発行
された英字雑誌の特徴について論じる。第 2 章では、1907 年に発行された雑誌『太西洋』


















業の支援があったことは創造に難くない。そこで、1917 年と 1918 年に開かれた、邦人美
術展覧会に着目し、ここに表れた日本人画家の作品の様相と、日系企業との画家の関わりを
述べる。第 6 章では、1920 年代のアメリア美術界を中心に独立美術家協会(Society of 
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第 1章  
日本人が発行した英字雑誌『Japan and America』 
― 星一のメディア活動― 
               
はじめに 














メディアには、星一が 1900 年にニューヨークで発行した『日米（Japan and America）』
を始め、佐野喜代治が 1897 年にサンフランシスコで発行した『日米の声
(Japanese-American Voice)』や、橋口次平が 1908 年にシアトルで発行した『日本潮流





















刊、買収、合併をくり返し、1894 年 5 月 25 日に『新世界新聞』が、1899 年 4 月 3 日に『日
米』が発行されており、サンフランシスコでは、この二大日本語新聞の時代となる。 
また、同時期にはシアトルでも日本語新聞が発行される。まず、東洋貿易会社の資金で
1899 年 10 月に『おもしろ誌』（後の『西北新報』）が発行されている。またシアトルの日














2.ニューヨークの英字誌『Japan and America』  
東海岸の日本語メディアは、どのように発展したのだろうか。蛯原八郎によれば、ニュ
ーヨークで初めて発行された日本語新聞は、1897 年頃ブルックリンの大学生、松本默が発




が生じた。そこで、1901 年 7 月に『Japan and America』が発刊されたのだ。 
『Japan and America』の初刊は 10,000 部が発行され、その後も毎号 7,000 部を発行し
ている。このうち 900 部を日本に、300 部を清韓その他のアジア諸国に、また 300 部を欧
州及び豪州に配送し、5,500 部は合衆国内に発売頒布している。このほかにも、アメリカ国
内では上下議院中の外交家や東洋関係の調査委員、合衆国政府の各部局の報告寄贈の応酬
として無料で送付するものが 200 部、このほかにも知名の政治家や経済学者 、新聞記者、
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商工実業家に 300 部を贈呈している。また各新聞雑誌との交換に 150 部を用いている。ま




本誌の体裁は、第 1 巻第 1 号によると、英文欄 11 ページ、ローマ字で記した日本語欄 10
ページ、広告が 2 ページあり、編集には星一、安楽英治、スタンホープ・サムス(Stanhope 
Sams)が携わっている。英文の紙面には、「東洋のニュースの概略（Summary of News of the 































は23、『アナコンダ・スタンダード(Anaconda Standard)』に24、「Tokyo’s Electric Railway」
は25、『ロサンゼルス・タイムズ（Los Angeles Times）』にある26。また、日本に女子大学
が創設されたことについ言及した「Education of Women in Japan」は27、「アナコンダ・
スタンダード」に転載されている28。そして、日本における煙草や果物の栽培について取り
上げた、「Japan to Grow Tobacco」は29、『メイル・アンド・エキスプレス』に30、「Fruit 
Growing in Japan」は31、『ワシントン・ポスト』でそれぞれ伝えられている32。また、日
清戦争や日本と韓国の関係、日英同盟をふまえた極東の政情、日韓の統治者について記し




本の選挙の状況を記した「“Clan” Government and the Japanese Party Leaders」が36、『リ
テラリー・ダイジェスト(Literary Digest)』に掲載されている37。また、日本の国歌を紹介
した「A Short National Anthem」は38、『プレスコット・イブニング・クーリア（Prescott 
Evening Courier）』にある39。このように転載された記事のほとんどが「極東の進展










































Current』の第 1 巻第 3 号から第 2 巻第 7 号（1907 年 11 月から 1908 年 8 月）が、ニュー

















発行期間も、『Japanese- American Voice』や『Japan Current』が僅か 1年足らずだった

































ら第 3 巻第 11 号（1901 年 7月から 1903 年 11 月）までの現存が確認されたのみで、それ
以後の所在が明らかになっていない。在留邦人の出版の歴史や、1900 年頃の日本の対外貿
易を考えるだけではなく、ニューヨークの日本人社会の発展を明らかにする上で、『Japan 
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47 蛯原八郎『海外邦字新聞雑誌史』学而書院(1936 年 1 月 13日)、330。 
48『日本人』(シアトル)1901 年 4 月 20 日、「広告」。 
49蛯原八郎『海外邦字新聞雑誌史』学而書院(1936 年 1 月 13 日)、330。 
50 Japan Current,Vol.2.No3.以降すべての号に同様の記載がある。 
51 Japan Current,Vol.2 No.5.は欠号。 
52 星新一『明治・父・アメリカ』筑摩書房 (1975 年 9 月 30 日)。 
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第 2 章  
永井荷風と雑誌『太西洋』 
―「夜の女」の初出をめぐって― 
〔付〕『太西洋』第 1 号―第 3 号目次 
                               
はじめに 
永井荷風(1879-1959)は、1903 年(明治 36 年)9 月から 1907 年(明治 40 年)7 月までアメリ
カで過ごし、その間に執筆したほとんどの作品を、『あめりか物語』(1908)として出版した1。


















ーヨーク市立図書館（The New York Public Library）に照会調査した結果、当地で出版さ
れた日本語雑誌『太西洋』の第 1 巻第 2 号の小説欄に掲載されたことが判明した。 














2. 雑誌『太西洋』の発刊  
『太西洋』は、ニューヨークで最初に発行された日本語雑誌だと考えられる。そこで、『日
米週報』を手掛かりにして、『太西洋』の創刊の経緯を以下にたどる。 
『太西洋』の広告が初めて掲載されたのは、1907 年 4 月 27 日の『日米週報』だった13。




になる14。そして、『太西洋』第 1 号は、1907 年 6 月 30 日に「北米合衆国ニューヨーク州
同市東 58 町目 213 番」の太西洋社より創刊された。奥付には、「編集兼発行人 朝井外門
















































































「夜の女」は、1 頁が 27 字×23 行の 2 段組の総ルビで、18 ページの下段から 28 ページ上
段までの掲載で、タイトルに天使のカットがあり、署名は「在紐育 永井荷風」、末尾に「（完）」
とある。また、第 2 号の奥付は「編集兼発行人 朝井外門／印刷人 寄田美之介／印刷所 



















荷風は作品の発表を望んでいることから、1907 年 7 月に永井荷風が渡欧する際に中村春雨
と田村松魚が編集に携わっていた雑誌に、「一月一日」と共に「落葉」も置土産として、ニ
ューヨークの文壇に発表したのだろう。そして、1907 年 7 月 11 日付の黒田湖山宛の書簡
では、「ニューヨークでは目下中村春雨氏田村松魚氏の二人が雑誌をだし大いに文芸趣味を








4. 第 4 号以降の『太西洋』 
永井荷風は 1907年 7月に念願だったフランスに渡る。彼がニューヨークを去った後の『太
西洋』はどうなったのだろう。『太西洋』第 4 号以降は所在不明だが、工藤美代子は同誌の













第 4 号以後、謄写版になり第 5 号までは発行していたようだ。そして同誌はこの後、一時
休刊し 1908 年 12 月に再刊したようだが46、それ以後の発行状況は不明だ。 
 
おわりに 






















                                                 




港の一夜」、「夜の霧」の 23 篇だが、「舎路港の一夜」は『文芸倶楽部』(1904 年 5 月 1 日)
に、「夜の霧」は『文芸界』(1904 年 7 月 1 日)にそれぞれ掲載されたものの、初版『あめり
か物語』には収録されなかった。 
2 武田勝彦『荷風の青春』三笠書房(1973 年 3 月 15 日)。 
3 末延芳晴『荷風とニューヨーク』青土社 (2002 年 10 月 30 日)；『荷風のあめりか』平凡
社(2005 年 12 月 7 日)。 
4 日比嘉高「永井荷風『あめりか物語』は「日本文学」か？」『日本近代文学』第 74 集(2006
年 5 月 15 日)、92-107。 
5 河盛好蔵「永井荷風」『文学講座』第 1 巻、筑摩書房(1951 年 9 月 5 日) 、227。 
6 笹淵友一「永井荷風『あめりか物語』論」『国文学論集』第 6 号 (1973 年 1 月) 、27-76。 
7 坂上博一「永井荷風『あめりか物語』―異国風土の発見―」『解釈と鑑賞』第 62 巻第 12
号(1997 年 12 月)、93-98。 
8『荷風全集』第 4 巻、岩波書店(1992 年 7 月 8 日)。 
9「月報」27、『荷風全集』第 27 巻、岩波書店(1973 年 3 月 30 日)。  
10 在留邦人に関する資料では『大西洋』と表記しているものが多いが、本誌は『太西洋』
となっている。 
11 工藤美代子『晩香坡の愛 ―田村俊子と鈴木悦』ドメス出版(1982 年 7 月 15 日)、 42。 
12 〔表 2-1〕『太西洋』第 1 号―第 3 号の目次を参照されたい。 
13 「広告」『日米週報』1907 年 4 月 27 日。 
14「太西洋」『日米週報』1907 年 6 月 1 日。 
15 『太西洋』1907 年 6 月 30 日。発行所は、伊藤一男『北米百年桜』北米百年桜実行委員
会(1969 年 9 月 30 日) 814 によれば、古屋商会本店と同一の住所である。 
16「浅井青葉氏」『日米週報』1906 年 9 月 1 日。 
17「紐育記者同志会」『日米週報』1907 年 5 月 4 日。 
18 朝井外門 「発刊の辞」(原文ルビなし)『太西洋』第 1 号 1907 年 6 月 30 日。 
19「本誌に対する反響(紐育時報)」『太西洋』第 3 号 1907 年 8 月 20 日。 
20「本誌に対する反響(桑港新聞)」『太西洋』第 3 号 1907 年 8 月 20 日。 
21「太西洋の発刊」『日米週報』1907 年 7 月 13 日。 
22「中村春雨氏」『日米週報』1907 年 6 月 15 日。  
23『日米週報』1907 年 7 月 6 日。 
24「中村春雨氏の消息」『新世界』1907 年 7 月 28 日。 
25 中村春雨『欧米印象記』春秋社書店 (1910 年 6 月 20 日)、127; 131。M 君はブルックリ
ン教会牧師の三浦金吉、日米週報 A 君は安楽栄治、太西洋社 A 君は朝井外門。 
26 中村春雨「入社の辞」『太西洋』第 2 号、1907 年 7 月 20 日。 
27小林政治｢親友中村吉蔵君と私(1908 年 1 月 9 付書簡)｣『書物展望』第 129 号(1942 年 3
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月 1 日)、16。 
28『太西洋』第 1 号、1907 年 6 月 30 日。 
29 田村松魚「蹄鉄」『太西洋』第 1 号、1907 年 6 月 30 日。 
30 田村松魚「朝顔」『太西洋』第 2 号、1907 年 7 月 20 日。 
31『太西洋』第 2 号、1907 年 7 月 20 日。 
32『あめりか物語』博文館(1908 年 8 月 4 日)。 
33『荷風全集』第 4 巻、岩波書店(1992 年 7 月 8 日)。 
34 しのざき「太西洋（第二号）」『日米週報』1907 年 8 月 10 日。 
35『荷風全集』第 4 巻、岩波書店(1992 年 7 月 8 日)、169。 
36『日米週報』1907 年 9 月 7 日。 
37 初版『あめりか物語』では「おち葉」と表記されているが、広告には「落葉」と あり、
初出は「落葉」であった可能性が高い。本章では表記を「落葉」に統一した。 
38 西村恵次郎宛書簡(1907 年 5 月 29 日付)、『荷風全集』第 27 巻、岩波書店 (2011 年 6 月
24 日)、115。 
39 黒田湖山宛書簡(1907 年 7 月 11 日付)、『荷風全集』第 27 巻、岩波書店(2011 年 6 月 24
日)、19-20。 
40 西村恵次郎宛書簡(1907 年 9 月 23 日付)、『荷風全集』第 27 巻、岩波書店(2011 年 6 月
24 日)、118-119。 
41『太西洋』については、『新小説』第 12 年第 9 巻(1907 年 9 月 1 日)でも「中村春雨氏は
目下紐育に滞在せるが同地に於いて「太西洋」なる雑誌発行を企画中なり」と報じている。
また『趣味』第 2 巻第 11 号(1907 年 11 月 1 日)には「中村春雨永井荷風田村松魚の在米三
文士は 『太西洋』と云ふ日英両文の文芸雑誌を発行していると」とある。さらに『文庫』
第 35 巻第 4 号(1907 年 11 月 3 日)には「田村松魚氏は目下米国のニューヨークに居るが、
同市から先月声を挙げた太西洋の文芸欄を担当して居る。」とあり、春雨と松魚が編集にあ
たっていることが伝えられている。 
42 工藤美代子『晩香坡の愛 ―田村俊子と鈴木悦』ドメス出版(1982 年 7 月 15 日)、42。 
43 蝦原八郎『海外邦字新聞雑誌史』 学而書院 (1936 年 1 月 13 日)、209-210。なお同書に
は謄写版のものと見られる、『太西洋』の写真も掲げられている。 
44 広告欄「太西洋第四号」『日米週報』1907 年 9 月 28 日。 
45 雑報欄「太西洋(四号、五号)」『日米週報』1907 年 11 月 16 日。 
46 雑報欄「太西洋」『日米週報』1908 年 11 月 14 日; 広告欄「太西洋之発行」『日米週報』
1908 年 11 月 21 日。 
47 日比嘉高「永井荷風『あめりか物語』は「日本文学」か？」『日本近代文学』第 74 集(2006
年 5 月)、92-107。 
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第 3 章  
田村松魚のアメリカ滞在記 
― 日本語新聞の文芸欄と移民地文芸— 
〔付〕田村松魚著作年表（1903〔明治 36〕年 8 月から 1913〔大正 2〕年 4 月） 
                                      
はじめに 















 田村松魚の渡米は、「田村松魚氏は此度泰西の文学美術を研究する目的を以て、去る 8 月




























社の松魚子は本月 10 日当地出発の予定なりしが都合ありて来る 20 日頃出発せらるべし」















































の日本語新聞『新世界』に載せている26。このほかにも、1907 年 3 月 30 日からニューヨー
クの日本語新聞『日米週報』に、「北米相摸取り草」の撰者として、永倉勝美、佐藤静軒ら















































ニューヨークで日本語新聞および英字新聞に作品を発表した田村松魚は42、1908 年 9 月
頃、再びサンフランシスコに戻る43。ニューヨークの邦人社会は、永井荷風や中村春雨の送
別会を催したが44、田村松魚の送別会が開かれたという記録は見当たらない。彼がニューヨ

















































                                                 
1 田村松魚『北米の花』博文館 (1909 年 9 月 13 日)。 
2 田村松魚『北米世俗観』博文館 (1909 年 12 月 20 日)。 
3 工藤美代子『晩香坡の愛 田村俊子と鈴木悦』ドメス出版(1982 年 7 月 15 日)、40-43。 
4 林かおり「失意の作家 田村松魚」『羅府新報』1997 年 2 月 1 日。 
5 林寿美子「田村松魚の渡米まで―付田村松魚著作目録〔自明治 31 年至明治 36 年〕」『国
際日本学研究』第 2 号 (2006 年 3 月 31 日)、19-39。 
6 高橋〔林〕寿美子「田村松魚と〈アメリカ〉―渡米先としてのアメリカ」『国際日本学研
究』第 3 号 (2007 年 3 月 31 日)、99-113。 
7「時報」『新小説』1903 年 9 月 1 日。 
8 邦字新聞、雑誌について書かれたものには、蛯原八郎『海外邦字新聞雑誌史』学而書院 
(1936 年 1 月 13 日)や、竹内幸次郎『米国西北部 日本移民史』大北日報 (1929 年 7 月 1
日)、539-593。田村紀雄・坂口満宏「在米日系新聞の発達史(17)―シアトル初期の日本語新
聞」『東京経済大学 自然科学論集』第 92 号(1992 年 12 月 5 日)、39-70 があるが、シアト
ルの文壇に田村松魚の名はない。 
9 田村松魚「ヘレナの離別」『新小説』第 9 年 12 巻(1904 年 12 月 1 日)。これはサンフラン
シスコ郊外に住む、アメリカ人の家庭で、スクールボーイをしている日本人学生と、現地
の女性との恋を描いた。 
10 田村松魚「合奏」『女鑑』第 15 年 1 号(1905 年 1 月 1 日)。本作品は、サンフランシスコ
で行われた天長節の行事に、元恋人同士だった澤木と妙子が再会し、合奏をする作品。 
11 南加州日本人商業会議所『南加州日本人史』(1956 年 1 月 30 日)、86。このほかにも在
米日本人会『在米日本人史』(1940 年 12 月 20 日)、514 に「桑港より田村松魚を聘して大
いに伸展を図つたが、社運意に任せずいく千もなく『平民』と改題」したとある。 
12 田村松魚「今後の我が平民」『平民』1905 年 5 月 28 日。 
13 田村松魚「羅城文壇一夕話」『平民』1905 年 9 月 12 日、16 日、19 日。 
14 田村松魚「桃の実（上）」『平民』1905 年 7 月 9 日、「桃の実（中）」『平民』1905 年 7 月
16 日。本作は、『成功』第 16 巻第 6 号、1909 年 9 月 1 日に再掲載され、後に『北米世俗
観』博文館、1909 年 12 月 20 日に収録されている。また林かおりは「桃の実」もロサンゼ
ルスの邦字新聞に最初に発表された小説であったかもしれない。」（『羅府新報』1997 年 2
月 3 日）と述べている。 
15 工藤美代子『晩香坡の愛 田村俊子と鈴木悦』ドメス出版(1982 年 7 月 15 日)、40。 
16「東西南北」『平民』1905 年 9 月 9 日。 
17「田村松魚子東行日限」『平民』1905 年 9 月 9 日。このほかにも、「平民の友 田村松魚
君を送る」『平民』1905 年 9 月 21 日には、「氏は一身上の都合を以て一時東部に行く」と
ある。 
18「別れの辞」『平民』1905 年 9 月 19 日。 
19「田村松魚君を送る」『平民』1905 年 9 月 21 日。 
20「旅硯（第一信）」『平民』1905 年 9 月 26 日。 
21「旅硯（第二信）」『平民』、1905 年 9 月 30 日。 
22「時報 田村松魚の消息」(インディアナポリス紙、1905 年 12 月 7 日の訳) 『文芸界』
第 5 巻第 4 号(1906 年 4 月 1 日)。 
23 田村松魚「天幕生活」『北米世俗観』博文館 (1909 年 12 月 20 日)。 




                                                                                                                                               
26 紐育田村松魚「閑畝君足下」『新世界』1907 年 2 月 24 日。 
27「北米相漠取り草」は、『日米週報』1907 年 3 月 30 日、4 月 6 日、4 月 13 日に掲載。 
28『太西洋』第 1 巻第 1 号 (1907 年 6 月 30 日) には、「文芸同志倶楽部会則」とあり、そ
の発起人には、田村松魚、佐藤静軒、河嶋天涯、永倉勝哉の名がある。しかし、この会に
ついては、これ以外に資料がなく、実際の活動は不明である。 
29 「紐育記者同志会会則、一、名称 紐育記者同志会。二、範囲 新聞雑誌に関係せる同
志を以て組織す。三、会合 毎月例会を開き時機に応じて臨時会を開く事。四、方針日米
間に起りし国際問題其他重要なる事件に対しては提携して故国の輿論を喚起するに勉むる
事」『日米週報』1907 年 5 月 4 日。 
30 中村春雨『欧米印象記』春秋社書房 (1910 年 6 月 20 日)、130。 
31「次号予告」『太西洋』第 1 巻第 1 号(1907 年 6 月 30 日)。 
32「朝顔」『太西洋』第 1 巻第 1 号(1907 年 6 月 30 日)は、「朝のおもかげ」『平民』1905 年
9 月 21 日の再掲載である。 
33「鉄蹄」『太西洋』第 1 巻第 1 号(1907 年 6 月 30 日)。 
34「病室」『太西洋』第 1 巻第 2 号(1907 年 7 月 20 日)。 
35「朝顔」『太西洋』第 1 巻第 1 号(1907 年 6 月 30 日)。 
36「出世間」『新世界』1907 年 11 月 27 日～12 月 26 日、本作品は後に『北米の花』博文館
(1909 年 9 月 13 日)に収録。 
37Shomgio[sic] Tamura.「A Ghost of Old Japan」『太西洋』第 1 巻第 3 号 (1907 年 8 月 20
日) 。 
38「The Ghost of Old Japan」The World.14 July, 1907。 
39『紐育の日本』日米週報社 (1908 年)、41 に、「自由亭 武市サンヅ町七十番」とある。 




41 万歳万歳生「ビツクリ箱」『太西洋』第 1 巻第 3 号(1907 年 8 月 20 日)。 
42「粉煙草集」『日米週報』1908 年 8 月 29 日; 9 月 12 日; 20 日には、松魚のほかに、当時
のニューヨーク総領事、水野幸吉（酔香）と、晨月の俳句が掲載されている。 
43「田村松魚来る 文士田村松魚昨日東部より来着目下筑紫館に止宿す尚ほ氏は不日鷲津氏
と共に大和殖民地に向ふべし」『新世界』1908 年 9 月 18 日とある。 
44「永井荷風氏の送別会 去九日生稲に於て同氏の送別会ありたり来会者は朝井外門、中村
春雨、福富青尊、中村嘉壽、田村松魚、竹内三樹三郎なりき」『日米週報』1907 年 7 月 13
日。「中村春雨氏送別会 十七日生稲にて開会来集者三十余人福富氏開会の辞春雨氏の謝辞
小山鈴木朝井篠崎竹内秋山氏等の演説油谷田村氏の即吟佐藤氏の俳句あり余興には詩吟
都々逸等ありたり」『日米週報』1908 年 5 月 23 日。 
45「田村松魚」『新世界』1908 年 9 月 26 日。 
46「田村松魚来る」『新世界』1908 年 9 月 18 日。 




『東京経済大学 人文自然科学論集』第 68 号(1984 年 12 月 10 日)、61-96 や、『在米日本
人史』在米日本人会 (1940 年 12 月 20 日)、814-816 に詳しい。 
大和殖民地については、Kesa, Noda『Yamato Colony 1906-1960』（Livingston-Marced 
JACL ,1981)に詳しい。 
49 Y 君は、鷲津尺魔(文三)だと考えられる。「北米の日本人村」『冒険世界』第 5 巻第 5 号(1912
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年 3 月 25 日) 
50『北米の花』博文館(1909 年 9 月 13 日)。 
51「大和殖民地詩」『新世界』1908 年 11 月 29 日。これは後に『北米の花』博文館(1909 年
9 月 13 日)に再収録。 




殖民地が黄金期を迎えたのは、第一次世界大戦後の 1915 年より 1922 年頃だった。 
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第 4 章 
石垣栄太郎の文芸活動 
―『日米週報』と『紐育新報』の文芸欄― 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































―「文学会」創設から『移植樹』までー」『立命館大学言語文化研究』第 3 巻第 6 号
（1992 年 3 月 20 日)、1-23;中郷芙美子「翁久允移民地文芸の特徴―「生活」と「思想」
について」『立命館大学言語文化研究』第 4 巻第 6 号（1993 年 3 月 20 日)、49-64; 山本岩
夫「翁久允と『移民地文芸論』」『立命館大学言語文化研究』第 5 巻第 5・6 合併号(1994 年
2 月 28 日) 、11-42; 粂井輝子「在米」日本人『移民地文芸』覚書(1)アメリカの亡者―翁
久允の長編二部作『悪の日陰』と『道なき道』）『白百合女子大学研究紀要』第 41 号(2005
年 12 月)、117-134; 日比嘉高「移植樹のダンス―翁久允と『移民地文芸』論」筑波大学文
化批評研究会編『テクストたちの旅程―移動と変容の中野文学』花書院(2008 年 2 月 23
日)、46-61; 日比喜高『ジャパニーズ・アメリカー移民文学・出版文化・収容所』新曜社 
(2014 年 2 月 20 日); 水野真理子「翁久允のアイデンティティと移民地文芸論の変遷」『人
間・環境学』第 16 巻(2007 年 12 月 20 日)、77-92; 水野真理子『日系アメリカ人の文学活
動の歴史的変遷―1880 年代から 1980 年代にかけて』風間書房(2013 年 3 月 31 日)などが
ある。 
2 中田幸子『前田河廣一郎における「アメリカ」』国書刊行会（2000 年 10 月 20 日）。 
3 浦西和彦「前田河広一郎と『日米時報』」『国文学』第 83・84 合併号、関西大学国文学
会(2002 年 1 月 31 日、357-373。 
4 独立美術家協会展については Clark. Marlor. The Society of Independent Artists The 
exhibition Record 1917-1944. (Mill Road, Park Ridge New Jersey: Noyes Press, 1984)
に、サロンズ・オブ・アメリカについては Clark. Marlor. The Salons of America 1922-
1936. (Madison Connecticut: Sound View Press,1991)にそれぞれ出品作品のタイトルが
ある。 
5 石垣綾子『海を渡った愛の画家 石垣栄太郎の生涯』御茶の水書房(1988 年 7 月 25
日) 、66。 
6〔表 5-3〕参照。 
7 石垣栄太郎「『玉石同架』（下）画彫会展覧会」『紐育新報』1922 年 11 月 15 日。 
8 石垣栄太郎「アメリカ放浪四十年（3）恋の大陸横断」『中央公論』第 67 年 9 号(1952 年
8 月 1 日)、224-225。 
9「管
ママ
野氏の米夫人は狂へる乎」『新世界』1915 年 3 月 13 日; 「管
ママ
野夫人の拘留」『日米』
1915 年 3 月 13 日。 
10石垣栄太郎「アメリカ放浪四十年（3）恋の大陸横断」『中央公論』第 67 年 9 号(1952 年
8 月 1 日)、224-225。 
11「管
ママ
野夫人離婚問題」『日米』1915 年 4 月 1 日。 
12「管
ママ
野姦通問題」『桜府日報』1915 年 3 月 17 日;「管
ママ
野姦通問題（続）」『桜府日報』
1915 年 3 月 18 日;「管
ママ
野夫人離婚訴訟を提起す」『羅府新報』1915 年 4 月 1 日; 清沢生
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「温かい死の手に抱かれた女」『新世界』1915 年 4 月 4 日;「管
ママ
野衣川氏離婚問題」『桜府
日報』1915 年 5 月 12 日;「詩人の妻青年画家に恋す」『紐育新報』1915 年 3 月 20 日; 
“Girl Artist Prefers Japs”. “Second Jap Wins Gertrude Boyle Insane? Sculptress Says 
It’s Love”. Los Angeles Times, March 13, 1915; “Charged with Insanity Ward of Late 
Joaquin Miller Arrested on Sister’s Complaint”. Idaho Daily Statesman, March 13, 
1915; San Francisco Chronicle, March 14, 1915; “Married to One Jap, with Girl is 
Fickle”. Salt Lake Telegram, March 16, 1915 でこの事件を取り上げている。 
13「管
ママ
野夫人離婚訴訟提起」『新世界』1915 年 4 月 1 日。 




野夫人に不利」『新世界』1915 年 4 月 8 日。 
17 燈台守「その夜」『新世界』1915 年 5 月 16 日。 
18「管
ママ
野夫人放免」『新世界』1915 年 3 月 16 日。 
19「管
ママ
野離婚訴訟」『新世界』1915 年 4 月 7 日。 
20 燈台守「その夜」『新世界』1915 年 5 月 16 日。 
21「恋に狂へる女彫刻師」『日米』1915 年 3 月 14 日。このほかにも同様の報道が「卅七歳
の女と廿三歳の恋人」『新世界』1915 年 3 月 14 日にある。 
22 石垣栄太郎「アメリカ放浪四十年（2）日本からの亡命者達」『中央公論』第 67 年 8 号
(1952 年 7 月 1 日) 219。 
23 清沢冽「その夜」の序文『新世界』1915 年 5 月 16 日。 
24 燈台守「除夜の鐘」『日米週報』1916 年 12 月 30 日。 
25 Ibid. 
26 Ibid. 
27 石垣栄太郎「アメリカ放浪四十年（4）ニューヨークの香具師」『中央公論』第 67 年 10 
(1952 年 9 月 1 日)、209-210。 
28 燈台守「除夜の鐘」『日米週報』1916 年 12 月 30 日。  
29 この詩について、「今見ると顔の赤くなるやうな私の詩も載っていました」と作者自身
が述べている。石垣栄太郎「アメリカ放浪四十年（六）―片山潜とその同志たち」『中央
公論』(1952 年 12 月 1 日) 、235 ;『共存』共存社（1917 年夏）は、日本近代文学館所
蔵。また『共存』については、石垣綾子『海を渡った愛の画家石垣栄太郎の生涯』御茶の
水書房 (1988 年 7 月 25 日) 、66-69; 浦西和彦「前田河広一郎と『日米時報』」『国文学』
第 83・84 合併号、関西大学国文学会(2002 年 1 月 31 日)、357-373 で言及されている。 
30 石垣栄太郎「野に叫ぶ人の声を」『紐育新報』1917 年 6 月 9 日。 
31 Ibid. 
32 石垣栄太郎「滅亡の門辺に」『紐育新報』1917 年 8 月 1 日。 
33 Ibid. 
34 Ibid. 
35 石垣栄太郎「髑髏に接吻する女」『紐育新報』1917 年 12 月 29 日。 
36 Ibid.  
37 Ibid. 
38 石垣栄太郎「エイの手紙」『紐育新報』1918 年 2 月 13 日。 
39 石垣坩堝譯「審判の庭 オスカー・ワイルド」『紐育新報』1918 年 7 月 17 日。 
40 坩堝「祈り」『紐育新報』1918 年 10 月 12 日。 
41 石垣坩堝「レデンプションと名を改へて上演された『生ける屍』プリモス座のトルスト
イ劇」『紐育新報』1918 年 10 月 26 日。 
42 坩堝「ある連続せる感覚」『紐育新報』1919 年 7 月 30 日。 
43 坩堝「哀傷の夕」『紐育新報』1919 年 8 月 16 日。 
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44 坩堝「死の誘惑」『紐育新報』1919 年 8 月 20 日。 
45 石垣坩堝「アダムの死の床」『紐育新報』1919 年 7 月 19 日。 
46 石垣栄太郎は、雑誌『共存』(1917 年 夏)や小説「髑髏に接吻する女」(『紐育新報』
1917 年 12 月 29 日)の挿絵を手掛けている。 
47 石垣栄太郎「罪人あるなし」『紐育新報』1919 年 12 月 31 日。 
48 Art Students League of New York, Registration record, Eitaro Ishigaki, Account 
No.12692, Register No.700. Address, 246West 14th St, Art Students League of New 
York.これまで石垣栄太郎がアート・ステューデント・リーグで学んだ時期については、明
確にされていなかったが、授業登録記録から、1919 年 10 月から 11 月に同校のジョン・
スローンに師事したことが判明した。 
49 石垣栄太郎「罪人あるなし」『紐育新報』1919 年 12 月 31 日。 
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6 月 22 日、甲斐健一によって『紐育新報』が発行されたとある12。この資料から『紐育時
報』の発行には、総領事や日本倶楽部の役員が携わっていたことが判明する。 
 ニューヨークの在留邦人は『日米週報』発刊の 1900 年頃には僅か 1000 人程だった13。























































































育日本美術協会主催の展覧会には 19 世紀から 20 世紀にかけて欧米でもてはやされた東洋
趣味の作品が目立ち、時代遅れと評されたのだろう。 
この後、再び紐育日本美術協会主催の展覧会が 1918年 2月 1日から 10日までマクドー





男（Young Man）》と《マリオン（Marion）》は 1917 年のペンシルバニア・アカデミー
(Pennsylvania Academy of the Fine Arts)に38、犬飼恭平の《霧（The Fog）》、《寒風（The 











































































































































録)(1997年 11月 11日)和歌山県立近代美術館を参照。 
2 安來正博「石垣栄太郎関係スクラップ資料と、その補足的考察(１)」『和歌山県立近代美
術館紀要』第 1号(1996年 3月 31日)、15-66; 安來正博「石垣栄太郎関係スクラップ資料




に関する新聞記事は  “Yang Japanese Artists Finds Strange Contrasts in American 
Men and Women” The Evening Telegram November 4, 1922.のみである。 
3 岡義明「清水登之、生涯を綴った日記」大川美術館『企画展 No.24清水登之 滞米日記
と素描』財団法人大川美術館(1994年 9月 27日)、4-31。 
4 Wolf, Tom “The Tip of the Iceberg in Early Asian American Artists in New York,” in 
Asian American Art A history 1850-1970, Chang, Johnson, Karlstrom, eds. (Stanford 
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会誌』第 140号(1985年 3月 20日)、119-158。 
10 Ibid. 121-128. 
11 千本木生「紐育邦字新聞の歴史」『紐育新報』1915年 1月 2日。 
12 Ibid.このほかにも 2・3号で廃刊になった邦字新聞もあったようだ。 
13「過去二十年を回顧して」『日米時報』1920年 1月 1日。 
14「時事一束」『紐育新報』1911年 9月 23日。 
15 各人物の所属は、日米週報社編「在米日本人紳士録」『日米大勢年鑑』日米週報社(1914
年 1月 1日)、1-111を参照。 
16 紐育日本人会編『紐育日本人発展史』PMC出版(1984年 9月 10日[1921年 3月 30
日])、443-464。 
17 前田河広一郎「地獄」『三等船客』 自然社(1922年 10月 30日)、208-210。 




年 1月 29日(朝刊)；1918年 1月 30日(朝刊)に邦人美術展覧会について言及している。 
20「美術家の懇親会」『紐育新報』1915年 10月 30日。  
21 日米週報社編「在米日本人紳士録」『日米大勢年鑑』日米週報社(1914年 1月 1日)、
56。 
22 Ibid.25. 




25「邦人の美術思想は国家の財産なり」『紐育新報』1915年 11月 27日。 
26 Ibid. 
27 古田土雅堂は、杉村浩哉「古田土雅堂について」『美術運動史研究会ニュース』87号
(2007年 4月 20日)、1-7に詳しい。 
28 朽木ゆり子『ハウス・オブ・ヤマナカ 東洋の至宝を欧米に売った美術商』新潮社
(2011年 3月 25日)。 
29 “Young Japanese Artists’ Display” American Art News, March 17, 1917.  
30 岡田九郎「在紐日本美術家の作品展覧会を観て」『紐育新報』1917年 3月 21日。 
31 ふみの森もてぎ所蔵の《雲》〔図 5-1〕だと考えられる。 
32 霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展記念画集』(展覧会図録)、光琳
社、(1983年 11月 1日)収録の《7.日本茶》（水彩、1916年）〔図 5-2〕だと考えられる。 
33 エス ワイ生「邦人の美術展覧会を観る」『日米週報』1917年 3月 24日。  
34 額屋生「美術展覧会覗き」『日米週報』1917年 3月 31日。 
35「文展乎サロン乎 荒井陸男氏談」『紐育新報』1917年 3月 24日には、展覧会に出品し
た日本人画家のうち、宇和川以外は応用美術の創作や企業、博物館で働く傍らで創作活動
をしていることが記されている。 
36 台燈守り「五十行雑感（二）」『日米週報』1917年 4月 21日。 
37 Catalogue of The First Annual Exhibition of The Society of Independent Artists, 
1917. (Exhibition catalogue). (New York, Grand Central Palace, New York: Rudge, 
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William Edwin). 
38 Falk, Peter Hastings, ed. The Annual Exhibition Record of The Pennsylvania 
Academy of the Fine Arts. Volume Ⅲ 1914-1968. (Madison Connecticut: Sound View 
Press, 1989)、453. 
39 Falk, Peter Hastings, ed.The Annual Exhibition Record of The Art Institute of 
Chicago 1888-1950. (Madison Connecticut: Sound View Press, 1990)、469. 
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41 “Art” New York Tribune, February 3, 1918. 
42 “Japanese Artists at MacDowell Club” American Art News, February 9, 1918. 
43 黄四郎「紐育の画壇 二展覧会拝見記」『日米週報』1918年 2月 9日。 
44 岡田九郎「日本美術会漫録」『紐育新報』1918年 2月 13日。 
45 “Notes on Current Art” New York Time, March 30, 1919. 
46《地下鉄のラッシュアワー》と《自動ボードヴィル》の 図版は Society of Independent 
Artists. Catalogue of The Third Annual Exhibition of The Society of Independent 
Artists. (New York, Grand Central Palace, 1919). (Exhibition catalogue)にある。 
47 石垣坩堝(石垣栄太郎)「独立美術協会の日本人画家」『紐育新報』1919年 4月 2日。 
48《交通》の 図版は Society of Independent Artists. Catalogue of The Fifth Annual 
Exhibition of The Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, 




賞の受賞取り消しについては“Chicago Overrules Jury and Bars Jap” American Art 
News November 12, 1921 ;「籠欄」『紐育新報』1921年 11月 5日がある。 
50 “Art Prizes Awarded” New York Sun, March 31, 1920; “W.E. Schofield Wins $1,000. 
New York Artists Takes Highest Prize in National Exhibition” Washington Post, April 
1,1920を参照。 
51 東京国立近代美術館所蔵。 
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地方行政学会 936号、1922年 5月 1日、936; 33。名刺広告『紐育新報』1921年 12月
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《偶像を手にせる少女（Girl with an Idol）》、《彩飾した花(Illumined Flower)》、国吉康雄
















安藤邦衛の《バルコニーの女性(Woman in the Balcony)》、萩生田真陽の《赤い風呂(The Red 
Bath》〔図 6-1〕、《書き物(Writing)》、国吉康雄の《裸婦(Nude)》、《静物(Still Life)》、重松



























いた《地下鉄のラッシュアワー（Rush Hour in Subway）》と《災難(An Accident)》〔図 5-
4〕を17、そして 1920年に《入浴後(After the Bath)》、《真意(The Sprit)》18、1921年に《交
通（Traffic）》、《裸婦(Nude)》19、1922年に《舞踏会（The Ball）》〔図 6-3〕20、1923年に
《ブロック・パーティー（Block Party)》〔図 6-4〕 21、1924 年に《地下鉄の連絡
（Communication in the Under Surface）》を出品している22。またサロンズ・オブ・アメ



















展示した特異な展覧会で、出品目録によると、渡辺寅次郎の《紐育の高架鉄道(“L” Train New 
York)》〔図 6-6〕27、臼井文平の《夜の屋根(Roof at Evening)》〔図 6-7〕、石垣栄太郎の《鞭



















































































































態（Delirium of the Eighteenth Amendment）》〔図 6-11〕、清水清の《楽器店（Music Shop）》
〔図 6-12〕、藤岡昇の《ジャッジメント・オブ・ニューヨーク（Judgment of New York）》
〔図 6-13〕39、都筑隆の《ビューティー・ショップ（Beauty Shop）》〔図 6-14〕40、渡辺寅
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1910 年代のニューヨークでは、紐育日本美術協会が組織され、1917 年と 1918 年に邦人
美術展覧会が開催された。この後、紐育日本美術協会は日本人画会と改称し、1921 年に画
















本文化学会」（The Japanese Culture Centre）6に関する記事が掲載されている。角田柳作
は、文化交流と日米親善を目的にした「日本文化学会」の設立を唱えており、同事業はこの






































紐育新報社主催の邦人美術展覧会は、1927 年 2 月 16 日から 3 月 5 日まで、アート・セ











































































































うな目的で 1927 年に邦人美術展覧会が開催されたのだろう。その背景には、1929 年に設
立される日本文化学会と関係があるのではないだろうか25。 
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第 8章  
1930 年代のニューヨークの邦人美術展覧会 
―芸術活動と日米外交政策― 
          
はじめに 
1910 年代から 1920 年代にかけてのニューヨークでは、当地で活動する日本人画家の美





















術家会議が結成される直前の 1935 年と 1936 年に開催されたのはなぜだろうか。紐育新報
社後援の邦人美術展覧会は、それまでの邦人美術展覧会とは異なる、重要な意図があったの
ではないだろうか。  









ながら断続的に続いていた。そして 1929 年 11 月に在米日本人美術協会と名称を改め、太
平洋沿岸地域にも支部を置き、活動を全米規模に拡大することを決議している2。しかし







る。『紐育新報』は 1932 年 6 月の最初の野外展では総売り上げが 363 点 1794 ドルに上っ
たと報じている3。以後、毎年のように開催されたこの美術作品の展示即売会には石垣栄太
郎や保忠蔵、中川菊太が参加している4。さらに 1934 年には商務書記官ら日本人会の有力
者の後援により、2 月 10 日から 20 日まで日本倶楽部で日本人画家の救済を目的にした、
邦人美術展覧会の企画が持ち上がる。『紐育新報』によれば、この展覧会は日本人社会と画
家との親善を図る意図があったようだが5、展覧会は開催直前に中止となる6。その理由とし
て考えられるのは、満州事変以後、悪化する日米関係の打開策として 1933 年 12 月に齋藤
博が駐米大使に任命されたことだ。彼の歓迎会が、邦人美術展覧会の開催を予定していた前









の展覧会は 1935年にハーマン・バロン(Herman Baron)の A.C.A.ギャラリーで実現するこ
とになる。 
 
2. 1935 年の紐育新報社後援の邦人美術展覧会 





















名 52点の出品が確認できる。このうち国吉康雄の《テーブルの上の果物（Fruits on Table）》









































































































の下、日米親善と文化外交を進めるために、1933 年 12 月当時オランダ大使だった齋藤博
を駐米大使に任命している。齋藤博は 1934 年 2 月 17 日の CBS ラジオで行った就任の挨
拶の中で、日米両国の経済関係および海軍比率問題、移民問題、満州問題、日露衝突説への
否定を述べたうえで、「多年日米両国間に存続せる情誼を尊重して結合と友交とを促進せし
むる為めに全力を傾倒すべきは予の任務である」と述べている24。さらに 2 月 18 日には
NBC ラジオで日米戦争論を否定する演説もしている25。齋藤博の大使就任は日本とアメリ
カの友好関係を築く外交上の重要な切り札であり、この後、彼は各地の集会で日米親善を説














日米親善の推進を目的に開催された邦人美術展覧会の招待会の記事が 1935 年 2 月 20 日の
紐育新報の同じページに掲載されていることは、唯の偶然だったのだろうか。 
齋藤博のほかにも同時期のアメリカで日米親善を説く動きはあった。例えば日本総領事
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品している。例えば、1932 年 11月 7日から 11月 25日の「プロレタリアと急進的なジョ
ン・リード・クラブの 20人の画家（Twenty John Reed Club Artists on Proletarian and 
Revolutionary）」展には、ウィリアム・グロッパー、ルイス・ロゾウィック、ウイリアム・
シーゲルと共に、石垣栄太郎が《ベンチの上（On the Bench）》を出品している12。また 1933
年 1月 26日から 2月 16日の「美術作品における社会的視点(Social View Point in Art )」
展には、石垣栄太郎の《団結（Solidarity）》、保忠蔵の《大衆の力（Force of the Masses）》、








12月 8日から 1934年 1月 7日の「飢饉とファシズムと戦争(Hunger Fascism War)」展で
は、石垣栄太郎の《私は話さない(I will not Speak)》、野田英夫の《デモンストレイション
(Demonstration)》、《アラバマ(Alabama)》、《6番街の朝(Morning at Sixth Avenue)》、《崩
壊(Break Up)》、《混乱の時代(Chaotic Age)》が出品されている15。さらに 1934年 6月の「芸





















行された Public Works of Art Project (PWAP)には、国吉康雄の斡旋で日本人画家も携わっ


















る。この展覧会の出品目録からは、1936年 1月 27日から 2月 19日の第 2回展に、門脇ロ
イの《室内（Interior）》、保忠蔵の《夏の午後（Summer Afternoon）》が25、そして 1936年
4 月 30 日から 5 月 20 日の第 7 回展には国吉康雄の《綱渡りの曲芸師(Tight Rope 
Performer)》、保忠蔵の《セントラルパーク南(Central Park South)》〔図 9-2〕、中溝不二の
《リードバード(Reed Birds)》、《空中ぶらんこ(Trapeze)》、《雁の飛び立ち(Canada Honker 
Rising)》が出品されたことが判明する26。このような作品は公共施設にも寄付されており、






を展示している28。所蔵作品には、中川菊太の《丘の家(House on a Hill)》〔図 9-3〕、《静物 
花(Flower Still Life)》〔図 9-4〕、中溝不二の《アメリカンウッドコック(American Wood 
Cock)》〔図 9-5〕、《クジャク(Peacock Pheasant)》〔図 9-6〕、《キツツキ(Wood Pecker)》〔図
9-7〕、雨宮要生の《心地よい港(Snug Harbor)》〔図 9-8〕、門脇ロイの《郊外の工事(Country 
Construction)》〔図 9-9〕、《日本庭園（Japanese Garden）》〔図 9-10〕、《日本の植物（Japanese 
Plant）》、〔図 9-11〕、《フラワー・アレンジメント（Flower Arrangement）》〔図 9-12〕、《静
物 花（Flower Still Life）》〔図 9-13〕29、永井トーマスの《野原（Greenfields）》〔図 9-








員会(Municipal Art Committee)は、画家たちにとって重要な事業だった。ここでは 1934
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（Circus Ball Rider）》、《赤い牛（Red Cow）》、《彫刻型とグレープ（Sculpture Mold and 
Grapes）》、土井勇の《休息（Repose）》、《日の出（Dawn）》、《赤いベレー帽（The Red Beret）》、





壁画《十字路に立つ人（Man, at the Crossroads）》が破壊された35。これに抗議した画家た
ちは、美術委員会（Artists’ Committee of Action）を組織して、ムニシパル・アート・セン















21 日から 2 月 1 日）には、国吉康雄が《鏡（Mirror）》〔図 9-17〕と《造花とほかのもの




展（1936年 4月 8日から 4月 26日）には、山崎近道が《昼寝（The Noon Day Rest）》を




代文化（Contemporary Culture）》、そして 1936 年の紐育新報社後援の邦人美術展覧会に
も出品していた、日系二世の中野ケーネスの《ベティーの頭部（Head of Betty）》、《フィリ





人物の構図などが優れている」と評価している45。そして 9回展（1936年 6月 10日から 6
月 28 日）に出品された46、保忠蔵の《平和な谷（Peace Valley）》〔図 9-19〕について47、
『タイムズ』では、緑の影の習作だと評価している48。この作品は、タイトルと新聞記事か
ら推察すると、1935年のシカゴ国際美術展に出品されたものと同一のものだと考えられる
49。このほかにも、同展覧会のカタログによれば、第 11 回展(1936 年 7 月 22 日から 8 月
10日)に、中川菊太とトーマス永井。第 16 回展（1936年 12月 2日から 12 月 20日）に、

































ーバー(Max Weber)、スチュアート・デーヴィス(Stuart Davis)、ヒューゴ・ゲラート(Hugo  
Gellert)、国吉康雄が選んだのは、鈴木盛の《彼女の過去(Of Her Past)》〔図 9-20〕だった

















1936年 12月の「今日のアメリカ（America Today）」展に「《海岸の板敷遊歩道にて（From 
the Board Walk）》」65を出品しているし、風刺画を展示した、1937年 2月 19日から 3月
5日の「フレーム・アンド・ハング(Framed and Hung)」展にも出品している66。そして 1937















カの画家と同様に従事していた。しかし 1937 年 7月、WPA はアメリカの市民権がないす
べての画家を解雇する68。事実上これは、アジア系の画家を対象にした人種差別的なものだ
った。行政管理局の雇用記録によれば、雨宮要生、トーマス永井、中溝不二、保忠蔵がそれ
ぞれ 1937年 7月 15日に、そして山崎近道が 1937年 7月 16日にそれぞれ解雇されたこと
が判明する69。 







年 7月から 9月にかけて、A.C.A.ギャラリーでWPAの不当な解雇に抗議する展覧会が 3回
開催されたことで明白だ。まず、解雇通知が出された直後に「ピンク・スリップス・オーバ
ー・カルチャー(Pink Slips Over Culture)」展（1937年 7月 19日から 7月 31日）が開催
されている。ここには、石垣栄太郎の《クー・クラックス・クラン（K.K.K）》、保忠蔵の《牧
草地の小屋（House on the Meadow）》、と山崎近道が出品している71。また、8月には「500
人の画家のうち 4 人が W.P.A.から解雇された(4 out of 500 Artists dismissed from the 
W.P.A. )」展(1937年 8月 30日から 9月 11日)が72、そして 9月に「ニューヨーク 中国人






覧会には 14 名 33 点の日本人画家の作品が展示されたことが判明する。このうち構図が判
明する作品は、石垣栄太郎の《クー・クラックス・クラン》 、保忠蔵の《ファイヤー・タ




ワシントン・ブリッジ（George Washington Bridge）》は、第 28回ニューヨーク市美術委





















































太郎の《逃亡（Flight）》〔図 9-23〕 、保忠蔵の《日本を覆う軍国主義（Militarism Over 






















































あった。その中で、1938年 6月 22日から 7月 10日まで、ニューヨーク市美術委員会の第












































































しかし、日本人画家の反戦の訴えは祖国日本には届かず、1941 年 12 月 8 日、日米は開
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戦する。それから 4 日後の 1941 年 12 月 12 日に国吉康雄、保忠蔵、トーマス永井、鈴木
盛、門脇ロイ、田川文治、レオ・アミノは、反戦・反ファシズムを記した書面をアメリカ側
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〔小説〕 
夜の女      永井荷風  p.18 
病室      田村松魚  p.28 
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  1903年 8月 15日 女叟物語 女鑑 田村松魚   
  1903年 9月 5日 村の教師 女学世界 田村松魚   
  1903年 9月 1日 女叟物語 女鑑 田村松魚   
  1903年 9月 1日 弟子の目に映じたる
幸田露伴氏 
文庫 田村松魚   
  1903年 9月 11日 灯台守の娘（西洋歴
史譚） 
少女界 田村松魚   
  1903年 10月 10日 長夜短話 中学世界 田村松魚   
  1903年 10月 15日 白萩 文藝倶楽部 田村松魚   
  1903年 11月 1日 友のいろいろ 文藝倶楽部 在米田村松
魚 
  
  1903年 11月 5日 続 支那動物小話 少年世界 田村松魚   
  1903年 11月 10日 空想 実業世界太
平洋 
田村松魚   
  1904年 1月 10日 青灯集 中学世界 田村松魚   
  1904年 6月 5日 支那婦人小話 女学世界 田村松魚   
  1904年 6月 11日 勇敢なる少年 少年界 田村松魚   
  1904年 7月 1日 残燈陳話 新小説 松魚生   
  1904年 7月 10日 緑蔭瑣話 中学世界 田村松魚   
  1904年 8月 1日 目無鳥 太陽 田村松魚   
＊ 1904年 9月 7日 名花パピー 手紙雑誌 田村松魚   
  1904年 10月 11日 黄金の指輪 少女界 田村松魚   
＊ 1904年 12月 1日 ヘレナの離別 新小説 在米松魚生   
＊ 1905年 1月 1日 合奏 女鑑 田村松魚   





＊ 1905年 5月 28日 〈時論〉今後の我が
平民  
平民 田村生   
＊ 1905年 5月 28日 恋衣 平民 田村松魚   
＊ 1905年 6月 1日 危機一髪 新小説 在米松魚生   
＊ 1905年 6月 4日 恋衣 平民 田村松魚   
＊ 1905年 6月 18日 生命の花 平民 田村松魚   





 ＊ 1905年 7月 9日 桃の実(上) 平民 松魚生 『北米世俗
観』収録 
＊ 1905年 7月 16日 桃の実(中) 平民 松魚生 『北米世俗
観』収録 
＊ 1905年 9月 5日 希望(二) 平民 松魚 「親友」とし
て再掲載 
＊ 1905年 9月 7日 希望(三) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 9日 深夜の黙念(一) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 12日 羅城文壇一夕話(一) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 14日 羅城文壇一夕話(二) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 14日 殺人黨(一) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 16日 殺人黨(二) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 16日 羅城文壇一夕話(三) 平民 松魚   
＊ 1905年 9月 19日 羅城文壇一夕話(四) 平民 松魚   











＊ 1905年 9月 21日 朝のおもかげ 平民 松魚 「朝顔」とし
て再掲載  
＊ 1905年 9月 26日 旅硯(第一信) 平民 松魚生   
＊ 1905年 9月 30日 旅硯(第二信) 平民 松魚生   
  1905年 10月 1日 白梅の巻 新小説 松魚生   
  1906年 2月 1日 白鳥物語 少女界 在米田村松
魚 
  
＊ 1906年 9月 15日 ～
10月 18日 
罪の手 新世界 田村松魚   
＊ 1906年 8月 1日 サンデーナイト 新小説 在米田村松
魚 
  
＊ 1907 年 1月 1日 ～
9日 
大成功 新世界 田村松魚 『北米の花』
収録 
＊ 1907 年 1 月 14 日～
20日 




＊ 1907年 2月 15日 病間録 新世界 松魚病夫   
＊ 1907年 2月 24日 閑畝君足下 新世界 紐育田村松
魚 
  
＊ 1907年 3月 30日 北米相摸とり草 日米週報 田村松魚選   
＊ 1907年 4月 6日 北米相摸とり草 日米週報 田村松魚選   
＊ 1907年 4月 13日 北米相摸とり草 日米週報 田村松魚選   
125 
 
＊ 1907年 6月 30日 朝顔 太西洋 松魚 「朝のおも
かげ」の再掲
載 
＊ 1907年 6月 30日 小説 鉄蹄 太西洋 田村松魚   
＊ 1907年 7月 14日 A Ghost of Old 
Japan 
The World Showgio 
Tamura 
  
＊ 1907年 7月 20日 病室 太西洋 松魚   
＊ 1907年 7月 20日 清風漫言 太西洋 杜鵑堂  松
魚 
  
＊ 1907年 7月 20日 俳友某君のコネクチ
カツトに行くを送る 







＊ 1907年 11月 27日～
12月 26日 





  1907年 11月 1日 夜露 新小説 松魚生   
＊ 1908年 8月 29日 粉煙草集 日米週報 松魚   






＊ 1908年 9月 20日 粉煙草集 日米週報 松魚   
＊ 1908年 9月 26日 漢詩 新世界 田村松魚   






＊ 1909年 6月 1日 帰朝後余が日本商店
を観し時の感想 
成功 田村松魚   
＊ 1909年 6月 1日 親友 成功 松魚生 「希望」の再
掲載 
  1909年 7月 1日 新たに米国から帰り
て日本の商店を見た
時の感 
新公論 田村松魚君   
＊ 1909年 7月 1日 萬里矢 文藝倶楽部 田村松魚   
＊ 1909年 7月 1日 米国成金婦人の生活 女学世界 田村松魚   
＊ 1909年 7月 1日 在米日本人の労働生
活 
成功 新 帰 朝 者 
田村松魚 
  
＊ 1909年 9月 1日 桃の実 成功 田村松魚 『北米世俗
観』収録 




＊ 1909年 9月 13日 北米の花   田村松魚 博文館 




  1909年 11月 1日 新居 文章世界 田村松魚   
＊ 1909年 12月 1日 商業国の少年 実業少年 田村松魚   
＊ 1909年 12月 20日 北米世俗観   田村松魚 博文館 
＊ 1910年 2月 1日 花祭日 文藝倶楽部 田村松魚   
  1910年 2月 11日～3
月 16日 
男子 萬朝報 田村松魚   
＊ 1910年 6月 1日 倶楽部の夜 実業少年 田村松魚   
＊ 1910年 10月 1日 自覚 実業少年 田村松魚   
  1910年 11月 5日 脚本家   田村松魚 嵩山堂 
  1911年 4月 1日 死後 文藝倶楽部 田村松魚   
＊ 1911年 5月 1日 海から陸 新小説 田村松魚   
  1911年 9月 11日～11
月 22日 
乱調子 萬朝報 田村松魚   
＊ 1911年 3月 25日 北米の日本人村 冒険世界 田村松魚   
＊ 1911年 5月 1日 都会の或る家庭（米
国） 
淑女かがみ 松魚生   
＊ 1911年 6月 1日 天幕 文藝倶楽部 田村松魚   
＊ 1912年 8月 1日 北米の夏 淑女かがみ 松魚生   
  1912年 9月 1日 器械工場 実業少年 田村松魚   
  1912年 10月 1日 商館ボーイ 実業少年 松魚生   
  1912年 12月 1日 実業小説 露店の少
年 
実業少年 田村松魚   
＊ 1913年 4月 15日 桜咲く頃 婦人評論 田村松魚   
＊はアメリカを背景とした作品を示す。 






Catalogue, Annual Exhibition of The Japanese Art Association Paintings, Drawings 
and Photographs. ETC.  By the Young Japanese Artists in New York. At The 
YAMANAKA GALLERIES. 254 Fifth Avenue New York. Exhibition Open From March 
12th to 24th 1917.(The Archives of American Art, Smithsonian Institution所蔵). 
 
 Water Colors  
I.Kagawa 《1. A Country House in Japan》 
T.K.Gado 《2. The Willow》 
《3. Bridesmaid》 
《4. Fairly Clouds》 
《5. Landscape》 
T.Wake  《6. Girl in Red》 
《7. Blue and Yellow》 
S.Shimotori 《8. A Snowy Day》 
《9. New England Coast》 
《10. Low Tide》 
《11. Tea Pot》 
《12. Still Life》 
《13. Still Life》 
《14. Still Life》 






K.Ashiwara 《21. Summer》 
《22. Sweet Peas》 
《23. Rainy Day》 
《24. Boat House》 
《25. Early Summer》 
T.Ono  《26. Lake Hopatocong》 
Oil Paintings 
S.Hamachi 《27. Favorite Author》 






《31. Blue Chiffon》 
《32. Nude》 
《33. Girl with Violin》 
《34. Nasturtium》 
《35. Palisade Park》 
《36. Autumn》 
《37. Afternoon Sun》 
S.Shimotori 《38. Early Spring》 
《39. Girl in the Dressing Room》 
《40. Apples》 
M.Uwagawa 《41. A Souvenir of Paris》 
《42. A Bridge in Pairs》 
《43. Pont Royal》 
《44. Louvre》 
《45. Suburbs of Paris》 
《46. St. Cloud, Paris》 
《47. A Bridge on the Seine》 
《48. Corner of the Studio》 
《49. An Afternoon》 
《50. Notre-Dame》 
《51. A Brook》 
《52. Still Life》 
《53. The Seine》 
《54. River Bank on the Seine》 
K.Ashiwara 《55. St.Denis》 
《56. Still Life》 
《57. Sketch》 
《58. Full Moon》 
《59. Gray Day》 
《60. Still Life》 
《61. Chinese Plants》 
《62. Mountain Road》 
《63. Still Life》 




《65. Elevated Train》 
《66. Still Life》 
M.Tsuchiya 《68(sic). Snow Scene in Japan》 
   《68. The Old Japanese Pantomime》 
《69. Autumn Field in Japan》  
Architectural Drawings 
I.Takanosu 《70. A Fireplace for Dining Room》 
T.Ono  《71. Suburban House in America》 
《72. Combination Style of Interior》 
Photographs 
T.Kikuchi 《72(sic). Slumber》 




























〔表 5-2〕  
Exhibition of Paintings. By K.Ashiwara/ T.K.Gado/ S.Hamachi/ I.E.Hori/ K.Inukai/ 
K.Kimoto/ Y.Kuniyoshi/ G.Sakaguchi/ S.Shimotori/ George Tera/ M.T.Tsuchiya/ 
M.Uwagawa/ February Second to February Tenth 1918/ The Exhibition will be open free 
to the public daily from 10 A.M. to 6 P.M., Sunday 1 P.M. to 6 P.M., At The MacDowell 
Club of New York. 108 West Fifty-Fifth Street New York City. 
(The Frick Art Reference Library 所蔵). 
 
K.Ashiwara 《1. Cherry Blossoms》 
《2. Autumn》 
《3. To the Market》 
《4. The Mountain》 
《5. Impression of Deer》  
T.K.Gado 《6. Take Gari》 
S.Hamachi 《7. Illusion》 
《8. Nude》 
《9. Fifth Avenue》 
《10. Central Park》 
《11. Afternoon Sun》 
《12. Winter Day》 
I.E.Hori  《13. The Woods》 
《14. My Sister》 
K.Inukai 《15. The Fog》 
《16. The Sunset》 
《17. The Cold Wind》 
《18. The Turbulent Night》 
《19. Sketch》 
《20. The Wind》 
K.Kimoto 《21. The Woods》 
Y.Kuniyoshi 《22. Nude》 
《23. Nude》 
《24. Nude》 








《30. Out Again》 
《31. Cloud, Mountain and Group of Figures》 




 G.Sakaguchi 《36. Sparrows》 
《37. Thought of Orient》 
S. Shimotori 《38. Still Life》 
   《39. Still Life》 
《40. Chrysanthemums》 
《41. Still Life》 
《42. Still Life》 
《43. Purple Haori》 
George Tera 《44. Girl in Brown》 
《45. Young Man》 
《46. Red Sleeves》 
《47. Young Indian》 
《48. Marion》 
M.T.Tsuchiya 《49. Still Life》 
《50. Still Life》 
《51. Figure》 
《52. Portrait of a Girl》 
《53. Self Portrait with Fruit》 
《54. Self Portrait with Cigar》 














Exhibition of Paintings and Sculptures. by The Japanese Artists Society of New York 
City. November 1st to 21st 1922. Open 10 A.M.to 10 P.M. except Sun., Wed. and Sat. 
Nights. The Civic Club, 14 West 12th Street, New York City. (和歌山県立近代美術館所蔵). 
 Paintings 
Ando Kunie  《1. Music Room》 
《2. Snow in the Village》 
《3. Before the Storm》 
《4. The Mountain》 
Hara Makoto S.  《5. Afternoon at the Suburb》 
《6. Armand》 






Ishigaki Eitaro  《13. Triumph of Death》 
《14. Twilight Hour》 
《15. Mystic Shore》 
《16. Fruit》 
Gado T.K.  《17. Family》 
《18. Chicken House》 
《19.Rush Hour in Subway》 
《20. The Traffic》 
Kuniyoshi, Yasuo 《21.Boy Scared by Snake》 
《22. Frog and Hospital》 
Miki Ryokichi  《24. Coast of Massachusetts》 
《25. Unknown Waterfall》 
《26. Park of Spring Valley, N.Y.》 
《27. Returning on the Way》 
Misaki Michio  《28. Still Life》 
《29. Self Portrait》 
Shimizu Toshi  《30. The Road》 
《31. Children》 





Tera Tetusen  《34. Portrait》 
Usui Bumpei  《35. Hanging Rock》 
《36. Evening》 
《37. Still Life》 
《38. Landscape》 
Watanabe Torajiro 《39. Endless Wall》 
《40. Morning Glory》 
《41. Moonlight after Rain》 




Hiramoto Masaji  《1. A Man of the Stone Age》 
《2. Buddha 》 
《3. Rodin》 
《4. Joffre》 
Kawamura Gozo  《5. Master James》 
《6. Ideal Holstein Cow》 
《7. Ideal Holstein Bull》 
《8. Tablet》 
《9. Trophy for Dairy Industry》 




















第 1回展 (1917年 4月 10日～5月 6日) 
葦原曠   《A Girl》 
   《Still Life》 
濱地清松  《Illusion》 
佐場リンノスケ  《Girl with an Idol》 
   《Illumined Flowers》 
国吉康雄  《Home Ward》 
   《Modern Crucifix》 
重松岩吉   《A Cala Woman》 
    《A Woman》 
 
第 2回展 (1918年 4月 20日～5月 12日)  
安藤邦衛  《Woman in the Balcony》 
萩生田真陽  《The red bath》 
   《Writhing》 
カワチ J.B.  《The New Kimono》 
   《Spring》 
国吉康雄  《Nude》 
   《Still Life》 
重松岩吉  《Rowboat》 
   《Fifth Street Los Angeles》 
 
第 3回展 (1919年 3月 28日～4月 14日) 
古田土雅堂  《Rush Hour in Subway》 
   《An Accident》 
萩生田真陽  《Madison Square Garden》 
   《The Pond》 
鍋島四郎  《The Evergreen》 
   《A Corner of the Earth》 
清水登之  《Automatic Vaudeville》 
   《In the Park》 
山成弘禅  《Deaf》 




第 4回展 (1920年 3月 11日～4月 1日) 
古田土雅堂  《After the Bath》 
   《The Spirit》 
萩生田真陽  《The Mochitsuki》 
   《A Landscape》 
平本正次  《Man of the Stone Age》 
   《Roosevelt》 
国吉康雄  《Still Life》 
   《Portrait》 
山添ケイイチ  《Hell》 
 
第 5回展 (1921年 2月 26日～3月 24日) 
古田土雅堂  《The Traffic》 
   《Nude》 
萩生田真陽  《Claudia Muzio in "Aida"》 
   《Portrait of a Man》 
平本正次  《Dai Butsu》 
久米 Koume, Tami M. 《Meditation》 
国吉康雄  《On the Balcony》 
   《Portrait》 
清水登之  《Impression of Yokohama》 
   《Shrine》 
 
第 6回展 (1922年 3月 11日～4月 2日) 
古田土雅堂  《The Ball》 
   《In the Park Sunday Afternoon》 
平本正次  《Rodin》 
   《Foch》 
   《Joffre》 
清水登之  《Houses at Dyckman》 
   《In Chop Suey》 
渡辺寅次郎  《Water Fall》 
 
第 7回展 (1923年 2月 24日～3月 18日)  
古田土雅堂  《Block Party》 




   《Book Ends》 
清水登之  《China Town》 
   《Monstrosity in the World of Thought》 
渡辺寅次郎  《Symbol of Righteousness screen》 
 
第 8回展 (1924年 3月 7日～3月 30日) 
古田土雅堂  《Communication in the under Surface》 
古谷久造  《Labourer》 
   《Mt.Hood》 
原誠   《The Coryphee》 
   《From the Balcony》 
平本正次  《La Misericorde》 
《Prof. Arthur W. Dow》 
 藤岡昇  《Window》 
   《Woodland Marsh》 
三崎道夫  《After the Bath》  
定方塊石    《Kwannon》 
清水登之  《Childs》 
   《The Place for Apartment house》 
保忠蔵   《Kimono》 
   《Storm》 
臼井文平  《From my Window》 
   《Landscape》 
渡辺寅次郎  《Earthquake》 
 
 
第 9回展 (1925年 3月 6日～3月 29日) 
有馬純夫   《From the Window》 
   《Florist》 
藤岡昇   《Mary》 
   《Still Life》 
古谷久造  《Portrait of Girl》  
   《Still life》 
平本正次  《Musician》 
   《Poet》 




   《Woman》    
石垣栄太郎   《The Man with a Whip》 
森田.Y   《First Favorite》 
中溝不二  《Portrait of Miss Lola Scott》  
   《Thirst》 
中村オリバー  《Blossom Time》 
清水清   《Landscape》 
   《Shooting Gallery》 
角南壮一  《Penny Arcade》 
   《Big Ben》 
臼井文平   《Roof at Evening》 
   《Bricｋ Factory on Sunday》 
保忠蔵   《Study》 
吉田石堂  《Red Necktie》 
   《Madison Square at Night》 
渡辺寅次郎  《"L" Train New York》 
   《Vanes》 
 
第 10回展 (1926年 3月 5日～3月 28日) 
藤岡昇   《American Sprit》 
   《The Day’s Opportunities》 
原誠   《Edith in Apron》 
   《Harlem River》 
平本正次  《Dancer》 
石垣栄太郎   《Processional 1925》 
三崎道夫  《Bathers》 
   《A Girl》 
清水清    《14 Street》 
角南壮一  《Doll》 
   《Dyckman Tennis Court》 
都筑隆    《Window》 
臼井文平  《Painting》 
   《Summer Evening》 
森田 .Ｙ     《Recreation of the Harvester》 
渡辺寅次郎  《Over the Fall》 




   《Mother and Child(Sculpture)》 
   《Love(Sculpture） 
   《Tulip(Sculpture)》 
   《Wood Carving》 
 
第 11回展 (1927年 3月 11日～4月 3日) 
土井勇   《Japanese Nude》 
   《Woodstock House》 
藤井菊江  《Friendly Call》 
藤岡昇   《Judgment of New York》 
石垣栄太郎  《Delirium of Eighteenth Amendment》 
平本正次  《Dictator》 
加藤隣之助  《Czecho Slavakia Landscape》 
   《Playing Ball》 
角南壮一  《Fania》 
清水清   《Music Shop》 
   《Still Life》 
保忠蔵   《Stone Yard》 
   《Bathers》 
都筑隆   《The Beauty Shop》 
宮本要   《A Young Girl with Red Coat》 
   《Reflection》  
中川菊太   《New London Conn》 
臼井文平  《Down in Hill Top》 
渡辺寅次郎  《Mob and Persecution》 
 
第 12回展 (1928年 3月 9日～4月 2日)  
土井勇   《Nude on the Hillside》 
《Nude》 
平本正次  《Madam Butterfly》 
《Junior on Aviator》 
石垣栄太郎  《Ferry boat Troubadour》 
加藤隣之助  《Chow Mein》 
   《Vino》 
中川菊太   《Riverside Drive》 




角南壮一  《Thunder》 
鈴木羅漢  《At Tress》 
鈴木彌七  《Study》 
   《Study》 
保忠蔵   《Girl with Balalaika》 
寺徹圓   《Portrait Man》 
臼井文平  《Ukulele 》 
永井トーマス  《Tea》 
藤田ジドー  《A Little Dreamer》 
   《Mille Piano》 
 
第 13回展 (1929年 3月 8日～4月 1日) 
石垣栄太郎  《Undefeated Arm》 
清水清   《Composition》 
鈴木羅漢  《Chinese Fantasy》 
鈴木彌七  《Portrait Spanish Girl》 
保忠蔵   《Sacandaga Park Midway》 
臼井文平  《Sunday Afternoon》 
藤井菊江  《Three Dreamers》 
藤田ジドー  《The Origin of Unicom chop Sticks》 
古谷久造  《Peasant》 
矢部洋輔  《Harlem River 》 
   《Harlem River》 
加藤隣之助  《Ching's Place》 
永井トーマス  《Woman with Mirror》 
   《Head Young Girl》 
 
第 14回展 (1930年 3月 1日～3月 31日) 
浜野作蔵  《Landscape》 
加藤隣之助  《The Studio》 
河内義雄  《Portrait Old Man》 
   《Still Life》 
永井トーマス  《Painting》 
   《Painting》 
清水清   《Still Life 》 




鈴木彌七  《Japonica Camelia》 
臼井文平  《Siesta》 
亘理武夫  《Commuters》 
石垣栄太郎  《The United Front》 
藤井菊江  《Miss Butler》 
 
第 15回展 (1931年 3月 6日～3月 30日) 
河内義雄  《Self Portrait》 
   《Arrest》 
石垣栄太郎  《The Noose》 
   《Traffic Problem》 
藤井菊江  《Top Floor》 
   《Autumn》 
   《Landscape》 
土井勇   《The Quay》 
   《Nude》 
清水清   《Merry Go Round》 
   《Still Life》 
角南壮一  《Ogunquit Sketch》 
   《Landscape》 
臼井文平  《Nude on Couch》 
   《Upper Bronx》 
亘理武夫  《Smoking Car》 
 
第 16回展 (1932年 4月 1日～4月 24日) 
永井トーマス  《Little Fisherman》 
藤岡昇   《Meditation》 
   《A La Café》 
雨宮要生  《Mask》 
   《Mrs. Harry Payne》 
亘理武夫  《Still Life》 
   《East Rockaway》 
 
第 17回展 (1933年 4月 7日～4月 30日)  
石垣栄太郎  《Imperialism and Rebellion》 




   《Still Life》 
 
第 18回展 (1934年 4月 13日～5月 6日) 
亘理武夫  《Sunlight》 
   《Study in Still Life》 
   《From My window》 
石垣栄太郎  《I will not Speak》 
   《Flappers and Newspaper》 
永井トーマス  《Landscape》 
   《Landscape》 
   
第 19回展 (1935年 4月 6日～4月 28日)  
雨宮要生  《Study》 
鈴木盛   《Composition》 
永井トーマス  《Painting》 
 
第 20回展 (1936年 4月 24日～5月 17日) 
広田進   《Evening Village》 




Marlor, S. Clark. The Society of Independent Artists The exhibition Record 1917-1944.  



















Autumn Salon (1922年 10月 16日～11月 4日) 
古田土雅堂  《An  Infant》 
国吉康雄 《Rowing up Stream》 
清水登之 《Tennis Player》 
渡辺寅次郎 《Little Greek》 
   
Spring Salon (1923年 5月 21日～6月 9日) 
古田土雅堂 《Ambulance》 
国吉康雄 《Little Joe and Cow with Calf》 
渡辺寅次郎 《Country Town》 
   
Spring Salon (1924年 5月 26日～5月 31日) 
国吉康雄 《Bather》  
保忠藏  《Back Yard》 
臼井文平 《Water Tank》 
藤岡昇  《Creek》 
 
Autumn Salon (1924年 10月 7日～10月 19日) 
吉田石堂 《Late Summer》 
   《Azalea》 
   
Spring Salon (1925年 4月 28日～5月 16日) 
有馬純夫 《Bathers》 
国吉康雄 《The Life Guard》 
藤岡昇  《Window View》 
臼井文平 《Machine Shop》 
石垣栄太郎 《The Clinch》 
 
Autumn Salon (1925年 10月 20日～10月 31日) 
藤岡昇  《Note of Admiration》 
石垣栄太郎 《Nun and Flappers》 
国吉康雄 《Painting》 




角南壮一 《Union Squire》 
臼井文平 《Landscape》 
   
Spring Salon (1926年 5月 18日～6月 5日) 
平本正次 《Musician》 
  《Man of the Stone Age》 
石垣栄太郎 《Bald Headed Row》 
渡辺寅次郎 《Yankee Girl》 
国吉康雄 《Circus Girl》 
  《Grapes in Bowl》 
三崎道夫 《Nude and Rocking Chair》 
清水清  《Landscape》 
臼井文平 《Winter》 
村田紅雪 《Rouge》 
都筑隆  《Still Life》 
藤岡昇  《Public Constitution》 
古谷久造 《Still Life》 
   
Spring Salon (1927年 4月 26日～5月 14日) 
国吉康雄 《Still Life》 
石垣栄太郎 《Circus Days》 
清水清  《Billiards Chop Suay and Movies》 
藤岡昇  《Fraternal Pleasure》 
保忠藏  《Grapefruit》 
中川菊太 《Protector》 
加藤燐之助 《After Bathing》 
土井勇  《Nude》 
古谷久造 《Portrait》 
都筑隆  《Still Life》 
   
Spring Salon (1928年 5月日～5月 26日) 
国吉康雄 《Self Portrait》 
保忠藏  《Young Girl》 
都筑隆  《Nap》 
臼井文平 《Catalogue》 




古谷. F  《Hillside Farm》 
加藤燐之助 《Chow Mein》 
中川菊太 《Timid》 
鈴木彌七 《Oriental》 
   
Spring Salon (1929年 4月 16日～5月 5日) 
保忠藏  《Back Yard》 
永井トーマス 《Picnic》 
国吉康雄 《Still Life》 
藤田ジドー 《Going Up!》 
中川菊太 《Early Morning》 
清水清  《Two Figure》 
都筑隆  《A Self Portrait》 
臼井文平 《Painting》 
矢部洋輔 《Early Summer》 
加藤燐之助 《Card Player》 
   
Spring Salon (1930年 4月 22日～) 
原誠  《The Letter》 
永井トーマス 《Still Life》 
加藤燐之助 《Yuk-Tong(Chinese Club)》 
国吉康雄 《Woman Asleep》  
  《The Bather》 
中川菊太 《Mystic》 
保忠蔵  《Landscape》 
臼井文平 《Girl with Cats》 
藤田ジドー 《Handsome Lilion》 
 
Spring Salon (1931年 4月 20日～5月 9日) 
藤井菊江 《An Oct Day》 
国吉康雄 《Still Life》 
永井トーマス 《Stroll》 
中川菊太 《Broken Romance》 
清水清  《Painting》 
保忠蔵  《Painting》 




Spring Salon (1932年 4月 26日～5月 14日) 
雨宮要生 《The Carousel》 
国吉康雄 《Girl with far Coat 》 
中川菊太 《Portrait Young Lady》 
保忠蔵  《West Brighton》 
 
Spring Salon (1933年 5月 2日～5月 20日) 
臼井文平 《By the Window》  
土井勇  《Mountains》 
国吉康雄 《Flowers》 
 
Spring Salon (1934年 4月 9日～5月 6日) 
宮本要  《Flower of Shadow》 
  《Walk》 
  《Carrot》 
中溝不二 《Interior Speakeasy》 
  《Autumn Eventide》 
  《Happy Holiday》 
国吉康雄 《Toy Tiger and Odd object》 
土井勇  《Portrait》 
  《Tying Sleeves》 
門脇ロイ 《Fountain》 
臼井文平 《Fifteenth St》 
  《Portrait of Man》 
亘理武夫 《Hell Gate》 
《Corners》 
《Autumn Fruits and Flowers》 
 
Spring Salon (1935年 5月 7日から 5月 25日) 
国吉康雄 《Pigeon and Scarf》 
 
Spring Salon (1936年 5月 6日～5月 23日) 
門脇ロイ 《Kitchen Table》 














































The First Annual Exhibition of Paintings and Sculpture, by Japanese Artists in New 
York. 
From February 16th to March 5th, 1927.  
Assembled by Japanese Times, at The Art Center, 65 East 56th Street, New York City.   
(和歌山県立近代美術館所蔵). 
 
Foujioka, Noboru 《1. Strap Hangers》 
《2. American Spirit》 
《3. Charleston》Courtesy of Tessha Kanaya Esq. 
Fujii, Kikuye  《4. Horton Point》 
《5.Bather》 
Hamachi, Seimatsu 《6. Landscape》 
《7. Landscape》 
《8. Nude》 
Hiramoto, Masaji 《9. The Dancer (Sculpture)》 
《10. Madame Butterfly (Sculpture)》 
《11. The Musician (Sculpture)》 
Inukai, Kyohei  《12. Reflection》 
《13. Landscape》 
Ishigaki, Eitaro  《14. Nuns and Flappers》Courtesy of Dr. Kinichi Iwamoto. 
《15. A Traffic Problem》 
《16. S.P.C.A.》 
Kato, Kentaro (Deceased) 《17. Fisherman’s Village》Courtesy of Dr. Kinichi Iwamoto 
Kawamura, Gozo 《18. Portrait (Sculpture)》 
《19. Peggy (Sculpture)》 
《20. Spring (Sculpture)》 
Kitamori, Seioh  《21. Nude》 
《22. Winter》 
Kuniyoshi, Yasuo  《23. Little Joe and Cow and Calf》 
《24. A White Cow》 
Miki, Ryokichi  《25. Cathedral from Morningside Park》 
《26. My Daughter》 
Misaki, Michio  《27. Still Life》 
《28. A Woman》 






Saito, Ryuko  《32. Interior》 
Shimizu, Kiyoshi 《33. Fourteenth Street》 
《34. Along the Harlem River》 
《35. Landscape》 
Shimizu, Toshi   《36. Yokohama Night》Courtesy of Mrs. George Bellows 
Sunami, Soichi  《37. Portrait of my Mother》 
《38. Nude》 
《39. Still Life》 
Tmotsu, Chuzo  《40. Landscape》 
《41. Portrait》 
《42. Landscape》 
Tera, Tesuen  《43. Young Girl》 
Tsuzuki, Takashi 《44.Self Portrait 》 
《45. Landscape》 
Usui, Bunpei[sic]  《46. The Carpenter ’s Shop》 
《47. Portrait of a Girl》 
《48. Landscape》 
Watanabe, Torajiro 《49. Self Portrait》 
《50. Roofs》 
《51. Mother and Child》(Coal Carving) 
Yoshida, Sekido  《52. East River》Courtesy of Hiroshi Saito Esq. 
Anonymous  《53. Torso》  
(*Isamu Noguchi)  《54. Portrait in Terracotta》 
Yokouchi, Kiyoharu 《55. Hudson River》 
 
The Japanese Times extends its thanks to the following artists for their kind assistance 











Hanging Committee  
Noboru Foujioka 
Masaji Hiramoto 





































紐育新報社後援邦人美術展覧会目録 Exhibition of Paintings and Sculpture, by Japanese 
Artists in New York, From February 10th to March 2nd, 1935, Assembled by The 
Japanese Times, at A.C.A. Gallery 52 West 8th Street, New York City. 
(The Museum of Modern Art Library所蔵). 
 
Amemiya, Yosei   《1. Still Life》 
《2. Landscape》 
Aoki, Minoru  《3. College Chapel》 
《4. Hamilton Street》 
Doi, Isami  《5. Women by the Window》 
Hara ,Makoto  《50. [sic] Sinking Sun》 
Inouye, T.  《6. Etude》 
《7. “Grand Old Parr”》 
Inouye, Mme  《8. Doll》 
《9. Doll》 
Ishigaki, Eitaro  《10. Uprising》 
《11. Unemployed》 
Kadowaki, Roy  《12. Fantan Game》 
《13. Still Life》 
《14. Landscape》 
Kato, Rinnosuke  《15. Passage》 
《16. Portrait》 
Komuro, David  《17. Portrait》 
《18. Still Life》 
Kuniyoshi, Yasuo 《19. Fruits on Table》 
Miyamoto, Kaname 《20. Early Morning》 
《21. Painting》 
Nagai, Thomas  《22. Interior》 
Nakagawa, Kikuta 《23. Portrait of Young Girl》 
《24. Landscape》 
《25. Still Life》 
Nakamizo, Fuji  《26. Skipping Rope》 
《27. Boy Calling》 





Noguchi, Isamu  《30. Sumotori（Sculpture）》 
《31. My Uncle（Sculpture）》 
Nomura, H.  《51. [sic] Snow》 
《52. [sic] “Tanzaku”》 
Sawada, Mme  《32. Still Life》 
《33. Portrait》 
Shimizu, Kiyoshi 《34. Painting》 
《35. Painting》 
Sunami, Soichi  《36. Haystack》 
《37. Still Life》 
Suzuki, Sakari  《38. Mountain Voice》 
《39. Painting》 
Suzuki, Yashichi  《40. Girl in Blue》 
Tamotsu, Chuzo  《41. Apple Blossoms》 
《42. Peace Valley》 
Usui, Bumpei  《43. Interior》 
《44. Landscape》 
Watari ,Takeo  《45. Still Life》 
《46. Still Life(Fruits and Flowers)》 
Yamasaki, C.  《47. Winter Landscape》 
《48. Self Portrait》 
《49. Head (Sculpture)》 
 
Lecture on Japanese Art by William Zorach and Professor R. Tsunoda, Chairman Y. 
Kuniyoshi, on February 15th, at 8:30 P.M. at The A.C.A. Gallery 52 West 8th Street, New 















紐育新報社後援 邦人美術展覧会目録  Exhibition of Paintings and Sculpture  by 
Japanese Artists in New York, From April 20th to May 2nd, 1936 Assembled by The 
Japanese Times, at A.C.A. Gallery, 52 West 8th Street, New York City. 
(和歌山県立近代美術家所蔵). 
 
Amemiya, Yosei  《1. Still Life》 
Aoki, Minoru  《2. Country Skyscraper》 
《3. Phantas Magoria》 
Doi, Isami  《4. Hawaii Mountain》 
Hyun,Paul  《5. Man With Flute》 
《6. Torso-Male》 
《7. Torso-Female》 
Inouye, T.  《8. Painting》 
Inouye, Mme  《9. Painting》 
Ishigaki, Eitaro  《10. Painting》 
Iwasaki, Kenji  《11. Girl with Blue Eyes》 
Kadowaki, Roy  《12. Landscape》 
《13. Still Life 》 
Kato, Rinnosuke         《14. Card Players》 
《15. Old German Town》 
Komuro, David  《16. Portrait of Aileen》 
《17. Portrait of Ohodo》 
Kuniyoshi,Yasuo  《18. Painting》 
Kusanobu, Murray 《20. Head.》 
Miyamoto, Kaname 《21. Painting》 
Nagai, Thomas  《22. Landscape with Figure》 
Nakagawa, Kikuta 《23. Little Girl in Red》 
《24. Still Life》 
Nakayama, Mitsu 《25. Jim》 
《26. A Girl in a Blue Hat》 
Nakamizo, Fugi[sic] 《27. Painting》 
Nakano, M. Kenneth 《28. Queensborough[sic]  Bridge》 
Noji, K.Oliver  《29. Fishing Crafts》 
《30. After Shower》 




Sawada, Mme  《32. Painting》 
《33. Painting》 
Shimizu, Kiyoshi 《34. Painting》 
Suzuki, Sakari  《35. Remembrance》 
《36. Fashion Model》 
Tagawa, Bunji  《37. Market》 
Tamotsu, Chuzo  《38. On the Table》 
Usui, Bunpei[Sic] 《39. Painting》 
Watari, Takeo  《40. Painting》 
Yamasaki, C.  《41. Spring》 
《42. Negro Children》 
《43. Head》 




























Paintings by New York Chinese-Japanese Artists. Sponsored by American Artists 
Congress, Artists Union, Citizen Committee for Support of W.P.A. September 12-26, 1937.  
A.C.A. Gallery, 52 West 8th Street, New York City.  
(Brooklyn Museum Libraries & Archives, NY). 
 
1.Amemiya, Yosei 《Landscape》 
《Landscape》 
2.Ishigaki, Eitaro 《Basque Woman and Soldier》 
《Basque Woman》 
《Ku Klux Klan》 
3. Kadowaki, Roy 《Fantan Game》 
《George Washington Bridge》 
《Water Color》 
4. Kuniyoshi, Yasuo 《Painting》 
《Lithograph》 
5. Miyamoto, Kaname  《By the Lake》 
《The Boat House》 
《Water Color》 
6. Nagai, Thomas  《W.P.A. Work》 
《Landscape》 
《Still Life》 
7. Nakamizo, Fuji 《“Barbara Kent”》 
《Girl from California》 
《Mother and Child》 
8. Shimizu, Kiyoshi 《Subway》 
《Landscape》 
《Still Life》 
9. Suzuki, Sakari 《Dawn》 
《Strength》 
《Broken Sculpture》 
10. Tamotsu, Chuzo 《Fire Trap》 
《Jersey Station》 
《Sun Light》 
11. Tera, George  《Painting》 





《The Chinese Seamen》 
《The Farm House》 
13. Usui, Bunpei[sic] 《Painting》 
14. Yamasaki, Chikamichi《The Man With a Rice Bowl》 
《Noonday Rest》 
15. Tagawa, Bunji 《Chinese Toilers》 
16. Jor, Chu H.  《Still Life》 
17. Young, G.W.  《The Window》 
《Landscape》 






























Thirty-First Municipal Art Exhibition. June 22 -July 10, 1938. Municipal Art Gallery, 3 
East 67th Street, New York.  
 
Ishigaki, Eitaro  《Fight》 
《Victim of War》 
Kadowaki, Roy  《Botanic Garden》 
《Cafeteria》 
Kuniyoshi, Yasuo 《Reclining Figure》 
《Circus Girl》 
Miyamoto, Kaname  《Waiting》 
Nagai, Thomas   《Water Color》 
《Water Color》 
Nakamizo, Fuji  《Tudor City Sky Line》 
Suzuki, Sakari  《Remembrance》 
Tamotsu, Chuzo  《Gas Tanks and Flowers》 
《Still Life》 
Watari, Takeo  《From My Window》 
Ymasaki, Chikamichi,  
 
出典 
―  “Japanese Artists have City Exhibit: Nine Show Works Here Slight Traditional 
Influence Seen”. New York Times, June 23, 1938. 
―Howard Devree, “A Round-up For Summer Group Shows Stress Work by American 
Contemporaries, Chiefly the Younger”.  New York Times, June 26, 1938. 
―“Japanese Art Favors China”. New York World Telegram, June 25, 1938. 
―“Notes and Comment on Events in Art: Municipal Show”. New York Herald Tribune, 
June 26, 1938. 












The Japanese American Artists Group. paintings, drawings, sculpture. Riverside Gallery, 
Riverside Drive and 103rd Street, New York. (Museum of Fine Arts, Boston). 
 
Nuiko Haramaki  《1. Landscape》   Water Color 
《2. Shipyard》    Water Color 
Susumu Hirota  《3. Hamlet by a Pond》   Oil 
《4. Pigeon Hill Street》   Oil 
《5. Autumn at Lands End》  Oil 
Hiroshi Honnda  《6. Landscape No.1》   Water Color 
《7. Landscape No.2》   Water Color 
《8. Rotation of Universe》  Water Color 
Kyohei Inukai  《9. Portrait》    Oil 
Eitaro Ishigaki  《10. Rug Cutters of Yaddo》  Oil 
《11. In the South》   Oil 
Miyoko Ito  《12. A House in the Woods》  Water Color 
T. Itokawa  《13. Morning Orchard》   Oil 
《14. Landscape》   Water Color 
Mitsu Iwamatsu  《15. Landscape No.1》   Water Color 
《16. Landscape No.2》   Water Color 
《17. Landscape No.3》   Water Color 
Kenji Iwasaki  《18. Flowers》    Oil 
《19. Still Life》    Oil 
Murry Kusanobu 《20. Red Church》   Oil 
《21. Near Paterson》   Oil 
《22. Jonquils》    Oil 
《23. Girl in Blue Sweater》  Oil 
《24. Still Life with Seed Pods》  Oil 
Kaname Miyamoto 《25. Cabbage》    Oil 
《26. Gasoline Station》   Oil 
《27. Outdoor Sketch》   Oil 
Ezo Nakagawa  《28. Sixth Avenue》   Oil 
《29. Arkansas Forest》   Oil 
《30. Nook of Park》   Oil 
《31. Dermott Church》   Oil 




《33. Farm Yard》   Oil 
Fuji Nakamizo  《34. Pony Ride》   Oil 
《35. Quiz Parody》   Oil 
《36. Squawm Lake》   Oil 
《37. Pink Elephant & His Gang》 Oil  
Isamu Noguchi  《38. Sculpture No.1》 
《39. Sculpture No.2》 
Koichi Nomiyama 《40. Still Life》    Water Color 
《41. Winter Morning》    Water Color 
《42. Portrait of Little Girl》  Oil 
Mine Okubo  《43. Miyo》    Oil 
《44. Family》     Oil 
《45. Clown》    Oil 
《46. Little Girl》    Oil 
《47. Lamentation》   Oil 
《48. Lydia》    Oil 
Henry Sugiura  《49. Landscape》   Oil 
《50. Wash Room》   Oil 
《51. Country Well》   Water Color 
《52. Arkansas Field》   Water Color 
Sakari Suzuki  《53. Mountain Romance》  Oil 
《54. Destiny》     Oil 
《55. Back Yard》   Oil 
Chuzo Tamotsu  《56. Coop in Woods》   Oil 
《57. Summer Time》   Oil 
《58. Young Girl》   Water Color 
《59. Mother & Child》   Water Color 
《60. Table Jungle》   Print 
Taro Yashima  《61. Landscape》   Oil 
《62. Still Life》    Oil 








     






〔図 5-2〕霜鳥之彦《日本茶(Tea Pot)》1916年 
 
   
〔図 5-3〕古田土雅堂《茸狩(Take Gari)》1917年 
 
 













〔図 6-2〕渡辺寅次郎《正義の象徴（Symbol of Righteousness）》 
 
 
〔図 6-3〕古田土雅堂《舞踏会(The Ball)》1921年 
 
 












〔図 6-7〕臼井文平《夜の屋根(Roof at Evening)》 
 
 






〔図 6-9〕藤岡昇《アメリカン・スピリット（American Spirit）》 
 
 





〔図 6-11〕石垣栄太郎《禁酒法の狂態（Delirium of the Eighteenth Amendment）》 
 
 





〔図 6-13〕藤岡昇《ジャッジメント・オブ・ニューヨーク（Judgment of New York）》 
 
 
〔図 6-14〕都筑隆《ビューティー・ショップ（Beauty Shop）》 
 
 





〔図 6-16〕清水清《ビリヤードとチャプスイとムービー（Billiards, Chop Suey and Movies）》 
 
 






〔図 7-1〕角南壮一《母の肖像(Portrait of my Mother)》         
 
 





〔図 7-3〕川村吾蔵《フレデリック・マクモニス(Portrait)》  
 
 
〔図 7-4〕村田紅雪《春宵(A Spring Evening)》 
       
 
〔図 7-5〕吉田石堂の《イースト・リバー(East River)》   




〔図 7-6〕臼井文平《少女の肖像(Portrait of a Girl)》 
 
 
〔図 7-7〕臼井文平《工場（大工部屋）(The Carpernter ’s Shop）》   
        
 





























〔図 9-1〕鈴木盛《予防医学(Preventive Medicine)》 
 
 





〔図 9-3〕中川菊太《丘の家(House on a Hill)》 
 
 





〔図 9-5〕中溝不二《アメリカンウッドコック(American Wood Cock)》 
 
 





〔図 9-7〕中溝不二《キツツキ(Wood Pecker)》 
 
 





〔図 9-9〕門脇ロイ《郊外の工事(Country Construction)》1936年 
 
 





〔図 9-11〕門脇ロイ《日本の植物（Japanese Plant）》1936年 
 
 













〔図 9-15〕トーマス永井《小さな入り江（Small Inlet）》 
 
 








〔図 9-18〕国吉康雄《造花とほかのもの（Artificial Flower and Other Things）》1934年 
 
 
〔図 9-19〕保忠蔵《平和な谷（Peace Valley）》1930年代 
 
 
































〔図 4-1〕石垣栄太郎「アダムの死の床」『紐育新報』1919年 7月 19日。 
〔図 5-1〕古田土雅堂《雲(Fairly Clouds)》1917年 
 筆者撮影(撮影日 2018年 10月 8日（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 5-2〕霜鳥之彦《日本茶(Tea Pot)》1916年 
 (霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展記念画集』(展覧会図録). 光琳社. 
(1983年 11月 1日). 
〔図 5-3〕古田土雅堂《茸狩(Take Gari)》1917年 
（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 5-4〕古田土雅堂《災難(An Accident)》1919年 
 筆者撮影(撮影日 2018年 10月 18日)（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 5-5〕犬飼恭平《反映(Reflection)》1918年 
東京国立近代美術館 (Photo: MOMAT/DNPartcom)。 
〔図 6-1〕萩生田真陽《赤い風呂（Red Bath）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the First Annual Exhibition of the Society 
of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, Grand Central Palace, 1917). 
〔図 6-2〕渡辺寅次郎《正義の象徴（Symbol of Righteousness）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Seventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1923). 
〔図 6-3〕古田土雅堂《舞踏会(The Ball)》1921年 
筆者撮影（撮影日 2018年 10月 8日）（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 6-4〕古田土雅堂《ブロック・パーティー(Block Party)》1922年 
筆者撮影（撮影日 2018年 10月 8日）（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 6-5〕古田雅堂《救急搬送(Ambulance)》 
筆者撮影（撮影日 2018年 10月 8日）（ふみの森もてぎ所蔵）。 
〔図 6-6〕渡辺寅次郎《紐育の高架鉄道(“L” Train New York)》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Ninth Annual Exhibition of the Society 
of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 1925).
〔図 6-7〕臼井文平《夜の屋根 (Roof at Evening)》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Ninth Annual Exhibition of the Society 
of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 1925). 
〔図 6-8〕石垣栄太郎《鞭打つ人(Man with the Whip)》1925年 
京都国立近代美術館(Photo: The National Museum of Modern Art,Kyoto). 
〔図 6-9〕藤岡昇《アメリカン・スピリット（American Spirit）》 
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Society of Independent Artists. Catalogue of the Tenth Annual Exhibition of the Society 
of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 1926).
〔図 6-10〕清水清の《14丁目（14 Street）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Tenth Annual Exhibition of the Society 
of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 1926).
〔図 6-11〕石垣栄太郎《禁酒法の狂態（Delirium of the Eighteenth Amendment）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Eleventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1927). 
〔図 6-12〕清水清《楽器店（Music Shop）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Eleventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1927). 
〔図 6-13〕藤岡昇《ジャッジメント・オブ・ニューヨーク（Judgment of New York）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Eleventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1927). 
〔図 6-14〕都筑隆《ビューティー・ショップ（Beauty Shop）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Eleventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1927). 
〔図 6-15〕渡辺寅次郎《モブ・アンド・プロセキューション（Mob and Prosecution）》 
Society of Independent Artists. Catalogue of the Eleventh Annual Exhibition of the 
Society of Independent Artists. (Exhibition catalogue). (New York, The Waldorf Astoria, 
1927). 
〔図 6-16〕清水清《ビリヤードとチャプスイとムービ （ーBilliards, Chop Suey and Movies）》 
Salons of America, Spring Salon. (Exhibition catalogue). (New York, the American Art 
Association Anderson Galleries, 1927). 
〔図 6-17〕藤岡昇の《フラターナル・プレジュアー(Fraternal Pleasure）》 
Salons of America, Spring Salon. (Exhibition catalogue). (New York, the American Art 
Association Anderson Galleries, 1927).  
〔図 7-1〕角南壮一《母の肖像(Portrait of my Mother)》         
『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 7-2〕都筑隆《静物(Still Life)》 
『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 7-3〕川村吾蔵《フレデリック・マクモニス(Portrait))》  
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『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 7-4〕村田紅雪《春宵(A Spring Evening)》 
『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 7-5〕吉田石堂の《イースト・リバー(East River)》      
『紐育新報』1927年 12月 31日掲載。 
〔図 7-6〕臼井文平《少女の肖像(Portrait of a Girl)》 
『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 7-7〕臼井文平《工場（大工部屋）(The Carpernter’s Shop）》          
筆者撮影（撮影日 2015年 3月 27日）          
Metropolitan Museum of Art所蔵。 
〔図 7-8〕渡辺寅次郎《自画像(Self Portrait)》 
『紐育新報』1927年 1月 1日掲載。 
〔図 8-1〕国吉康雄《テーブルの上の果物（Fruits on Table）》1932年 









筆者撮影（撮影日 2016年 8月 8日）角南壮一の御遺族の御厚意による。 
〔図 8-5〕トーマス永井《風景(Landscape)》 
Parnassus Vol.7 No.5 1935, October 
〔図 8-6〕中川菊太《壊れたロマンス（Broken Romance）》 
Salons of America. Spring Salon. (Exhibition catalogue). (New York, The American Art 
Association Anderson Galleries, 1931).  
〔図 9-1〕鈴木盛《予防医学(Preventive Medicine)》 
Federal Art Project papers. 1920-1965. Federal Art Project, Photographic Division 
collection, circa 1920-1965, bulk 1935-1942: Artist Files, circa 1920-1965, box: 22. Folder: 
26. in Archives of American Art, Smithsonian Institution, Washington, DC. 
〔図 9-2〕保忠蔵《セントラルパーク南 (Central Park South)》 
筆者撮影(撮影日 2019年 3月 31日) Metropolitan Museum of Art. 
〔図 9-3〕中川菊太《丘の家 (House on a Hill)》 
筆者撮影(撮影日 2019年 8月 14日) New Deal Gallery 所蔵。 
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〔図 9-4〕中川菊太《静物 花 (Flower Still Life)》 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-5〕中溝不二《アメリカンウッドコック(American Wood Cock)》 
筆者撮影(撮影日 2019年 8月 14日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-6〕中溝不二《クジャク(Peacock Pheasant)》 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-7〕中溝不二《キツツキ (Wood Pecker)》 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-8〕雨宮要生《心地よい港 (Snug Harbor)》1936年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-9〕門脇ロイ《郊外の工事 (Country Construction)》1936年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-10〕門脇ロイ《日本庭園（Japanese Garden）》1937年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-11〕門脇ロイ《日本の植物（Japanese Plant）》1936年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-12〕門脇ロイ《フラワー・アレンジメント（Flower Arrangement）》1937年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-13〕門脇ロイ《静物 花（Flower Still Life）》1936年 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-14〕トーマス永井《野原（Greenfields）》 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-15〕トーマス永井《小さな入り江（Small Inlet）》 
筆者撮影(撮影日 2018年 8月 15日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-16〕トーマス永井《静物と模様のある布(Still Life with Figured Cloth)》1936年 
筆者撮影(撮影日 2019年 8月 14日) New Deal Gallery 所蔵。 
〔図 9-17〕国吉康雄《鏡（Mirror）》1933年 
『生誕 100年記念国吉康雄展』京都国立近代美術館(展覧会図録)(1989年)。 
〔図 9-18〕国吉康雄《造花とほかのもの（Artificial Flower and Other Things）》1934年 
『YASUO KUNIYOSHI ネオアメリカン・アーティストの軌跡』福武書店（1990年）。 
〔図 9-19〕保忠蔵《平和な谷（Peace Valley）》1930年代 
『アメリカに生きた日系人画家たち―希望と苦悩の半世紀1896-1945』(終戦50年企画) 東
京都庭園美術館(展覧会図録)(1995年)。 
〔図 9-20〕鈴木盛《彼女の過去(Of Her Past)》1936年 
筆者撮影(撮影日 2017年 8月 8日) 個人蔵。 
〔図 9-21〕保忠蔵《ファイヤー・タラップ（Fire Trap）》 
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Art Front. December, 1937. 
〔図 9-22〕門脇ロイ《巴土遜河畔》 




〔図 9-24〕保忠蔵《日本を覆う軍国主義（Militarism Over Japan）》 
New York Post. December 14, 1937. 
〔図 9-25〕鈴木盛《戦争（War）》 
New York World Telegram. December 16, 1937. 
〔図 9-26〕保忠蔵《ガスタンクと花々(Gas Tank and Flowers)》 
 New York Times. June 26, 1938.  
〔図 9-27〕国吉康雄《横たわる人体(Laying Figure)》1938年 
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―――.1919 年 4月 2日.石垣坩堝(石垣栄太郎).「独立美術協会の日本人画家」. 
―――.1919 年 7月 19日. 石垣坩堝「アダムの死の床」. 
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―――.1919 年 7月 30日. 坩堝「ある連続せる感覚」. 
―――.1919 年 8月 16日. 坩堝「哀傷の夕」. 
―――.1919 年 8月 20日. 坩堝「死の誘惑」. 
―――.1919 年 12月 31日. 石垣栄太郎「罪人あるなし」. 
―――.1920 年 3月 17日. 山成無声「三人の同胞画家 独立美術協会展」. 
―――.1920 年 4月 17日.「日本人画会成立す」. 
―――.1921 年 3月 23日.「日本人画会新役員」. 
―――.1921 年 5月 28日.「日本人画家会が彫会と改称」. 
―――.1921 年 11月 5日.「籠欄」. 
―――.1921 年 12月 31日.「年頭名刺交換」. 
―――.1922 年 2月 18日.国吉康雄.「美術我観」. 
―――.1922 年 11月 15日. 石垣栄太郎「『玉石同架』（下）画彫会展覧会」. 
―――.1922 年 12月 20日.「画彫会」. 
―――.1922 年 2月 28日.国吉康雄「美術我観」. 
―――.1924 年 6月 25日, 28日.「米国回答と内外の与論」. 
―――.1925 年 2月 28日.「画彫会主催で秋に展覧会 準備委員も選定」. 
―――.1925 年 3月 21日.「画彫会の主催で秋季展覧会準備」. 
―――.1925 年 3月 11日.石垣坩堝「色とりどりな美術展 邦人出品者十六人」. 
―――.1925 年 11月 4日.「画彫会懇親会盛況」. 
―――.1926 年 3月 10日.渡辺寅次郎「独立美術展」. 
―――.1926 年 10 月 13 日.「紐育に創設せらるる日本の文化的事業 紐育日本人会書記長 
角田柳作氏意見（上）」. 
―――.1926 年 10 月 16 日.「紐育に創設せらるる日本の文化的事業 紐育日本人会書記長 
角田柳作氏意見（下）」. 
―――.1926 年 11 月 17 日.「本社主催『邦人美術展』来年二月一日より二週間に亘り東部
在留邦人美術家を網羅して」. 
―――.1926 年 11月 17日.「絵のシーズンを前に生まれた邦人美術展」. 
―――.1926 年 11月 20日.「紐育日会の理事例会」. 
―――.1926 年 12月 4日.「紐育新報社主催第一回邦人美術展覧会規定」. 
―――.1927 年 1月 1日. 藤岡昇.「画家としての私の態度」. 
―――.1927 年 1月 1日. 川村吾蔵.「彫刻断想」. 
―――.1927 年 1月 1日. 川村吾蔵.《フレデリック・マクモニス》(図版). 
―――.1927 年 1月 1日. 三崎道夫.「踊り子の画」. 
―――.1927 年 1月 1日. 村田紅雪.《春宵》(図版). 
―――.1927 年 1月 1日. 清水清.「創作と鑑賞」. 
―――.1927 年 1月 1日. 角南五天.「邦人美術展を前にして 感想 芸術座談」. 
197 
 
―――.1927 年 1月 1日. 角南壮一.《母の肖像》(図版). 
―――.1927 年 1月 1日. 保忠蔵.「自分の絵に対する心持」. 
―――.1927 年 1月 1日. 都筑隆.「芸術の個性」. 
―――.1927 年 1月 1日. 都筑隆.《静物》(図版). 
―――.1927 年 1月 1日. 臼井文平.《少女の肖像》(図版). 
―――.1927 年 1月 1日. 渡辺寅次郎.《自画像》(図版). 
―――.1927 年 2月 12日.「邦人美術展」. 
―――.1927 年 2月 19日.「近代派官学派入乱れて 咲誇る邦人美術展」. 
―――.1927 年 2月 23日;2月 26日;3月 2日;3月 5日;3月 9日. 「美術展合評」. 
―――.1927 年 2月 23日.「日本人味」を忘れないで 特色のある美術展 ヘラルド トリ
ビュン紙の批評 昨今売約の交渉がぽつりぽつり」. 
―――.1927 年 2月 26日.「尊い日本人の伝統を捨て乍ら 泰西化し切れない美術展 タイ
ムスのケリー女史が鋭い批評【アート・センターに於ける邦人美術展の賑ひ】」. 
―――.1927 年 3 月 2 日.「三月五日に閉会する 第一回邦人美術展 米人批評家の眼に映
じた日本人 モーダ二スト 伝統的な日本画」. 
―――.1927 年 3 月 5 日.「三週間も何時か過ぎて『邦人美術展』はけふ閉会 内外人より
名残を惜しまれて」. 
―――. 1927年 3月 5日.「美術展合評」. 
―――. 1927年 3月 9日.「美術展合評」. 
―――.1927 年 3月 19日.藤岡昇「独立美術展」. 
―――.1927 年 4月 30日.渡辺寅次郎「美術展印象」. 
―――.1927 年 4月 30日.国吉康雄「美術同人会」. 
―――.1927 年 1月 1日. 吉田石堂.《イースト・リバー》(図版). 
―――.1929 年 8月 3日.「日本文化学会産まる」. 
―――.1929 年 11月 2日.「日本人美術協会の絵画研究会」. 
―――.1930 年 12月 31日.石垣綾子.「アメリカの左翼文芸」. 
―――.1931 年 12月 30日.坡土遜小叟.「曼陀羅と達麿」. 
―――.1932 年 1月 16日.「石垣栄太郎氏個展」. 
―――.1932 年 3月 30日.「労働者クラブで国吉康雄氏講演」. 
―――.1932 年 6月 1日.「当地に珍しい失業画家展」. 
―――.1932 年 11月 19日.「労働文化同盟主催で絵画展覧会開催」. 
―――.1932 年 11月 30日.「プロレタリア美術講演」. 
―――.1933 年 1月 23日.「左翼美術家展覧会」. 
―――.1933 年 12月 30日.「失業者への一福音 画家救済」. 
―――.1934 年 3月 3日.「国吉康雄画伯」. 
―――.1934 年 1月 27日.「春浅き如月の初旬邦人画家作品展覧」 . 
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―――.1934 年 2月 7日.「洋画家展覧会沙汰やみ」. 
―――.1934 年 2月 14日.「懸命の重任を痛感して最善を尽さむと大使の声明」. 
―――.1934 年 2月 17日.「日本美術協会寄附の作品抽籤」. 
―――.1934 年 2月 21日.「米国々民に呼び掛ける齋藤新大使の放送」. 
―――.1934 年 5月 26日.「文化の相互的交換は理解と友誼の恒久的基礎」 
―――.1934 年 12月 29日.「邦人美術展作品募集」. 
―――.1935 年 1月 19日.「ラテン区の春二月…邦人美術展を開催 進新気鋭の二世美術家
も参加」. 
―――.1935 年 2月 6日.「美術展覧会の出品五十点」. 
―――.1935 年 2月 9日.「邦人美術展覧会」. 
―――.1935 年 2月 9日.「雪の如月に春を告げる美術展出品諸家スケッチ」. 
―――.1935 年 2月 13日.「我等の大使の二大演説 日本と米国と支那（上）」. 
―――.1935 年 2月 20日.「我等の大使の二大演説 日本と米国と支那（下）」. 
―――.1935 年 2月 20日.「美術展講演ジャパンナイト盛況」. 
―――.1935 年 2月 20日. 清水清.「邦人美術展（下）」. 
―――.1935 年 2月 20日.「美術展覧会に就て アデレイド・リチャアドソン投」. 
―――.1935 年 2月 27日.角田柳作.「異国情緒と回顧主義(1)」. 
―――.1935 年 3月 2日.角田柳作.「異国情緒と回顧主義(2)」. 
―――.1935 年 3月 6日.角田柳作.「異国情緒と回顧主義(3)」. 
―――.1935 年 3月 9日.角田柳作.「異国情緒と回顧主義(4)」. 
―――.1935 年 11月 6日.「全米美展へ出品」. 
―――.1936 年 3月 21日.広告「邦人美術展作品募集」. 
―――.1936 年 4月 25日. 石垣綾子.「邦人美術展(A)」. 
―――.1936 年 4月 29日. 石垣綾子.「邦人美術展(B)」. 
―――.1936 年 5月 2日. 石垣綾子.「邦人美術展(C)」. 
―――.1936 年 11月 21日. 石垣栄太郎.「鈴木氏個展」. 
―――.1936 年 12月 30日. 鈴木盛.「彼女の過去」(図版). 
―――.1937 年 3月 27日.「東西倶楽部主催の美術展覧会」. 
―――.1937 年 6月 16日.「故野口博士の壁画を完成 画家鈴木盛氏の名誉」. 
―――.1937 年 9月 8日.「日支ルンペン美術展覧会」. 
―――.1938 年 6月 25日.「邦人画家作品展覧」. 
―――.1938 年 9月 8日.門脇ロイ.《巴土遜河畔》(図版). 




―――.1915 年 3月 14日.「恋に狂へる女彫刻師」. 





『日米時報』.1918年 2月 9日.黄四郎.「紐育の画壇 二展覧会拝見記」. 
―――.1920 年 1月 1日.「過去二十年を回顧して」. 
―――.1921 年 1月 1日.「名刺交換」. 
―――.1922 年 1月 1日.「名刺交換」. 
―――.1922 年 11月 18日.唐変木生.「藪にらみの記 画彫会展覧会偶感」. 
―――.1923 年 3月 17日.モーニングサイド蔭士.「独立派美術展覧会を観て」. 
―――.1925 年 3月 14日.渡辺寅次郎.「第九回独立画展を覗いて」. 
―――.1926 年 3月 13日.藤岡昇.「独立美術展覧会 在紐邦人画家十一名出品」(上). 
―――.1926 年 3月 20日.藤岡昇.「独立美術展覧会 在紐邦人画家十一名出品」(下). 
―――.1927 年 2月 26日.「紐育新報主催美術展の批判 英字新聞美術記者により」 
―――.1927 年 3月 5日.「紐育夕刊ポーストの美術展酷評 飽迄馬鹿にして居る」. 
―――.1927 年 5月 7日.国吉康雄.「サロン展寸評」. 
―――.1927 年 4月 30日.国吉康雄.「同人の叫び」. 
―――.1932 年 2月 24日.「プロレタリアの文化同盟 発会式と藤森氏の講演」. 
―――.1935 年 2月 23日.「素人芸術家の作品も交じって邦人美術展覧会」. 
―――.1937 年 9月 18日.「今年も亦邦人画展」. 
―――.1938 年 6月 25日.「市主催の美術展」. 
『日米週報』.1906年 9月 1日.雑報欄「浅井青葉氏」. 
―――.1907 年 3月 30日. 田村松魚選.「北米相撲とり草」. 
―――. 1907年 4月 6日. 田村松魚選.「北米相漠取り草」. 
―――.1907 年 4月 13日.「田村松魚選.北米相漠取り草」. 
―――.1907 年 4月 27日.広告欄. 
―――.1907 年 5月 4日.「紐育記者同志会会則」. 
―――.1907 年 5月 4日.雑報欄「紐育記者同志会」. 
―――.1907 年 6月 1日.雑報欄「太西洋」. 
―――.1907 年 6月 15日.雑報欄「中村春雨氏」. 
―――.1907 年 7月 6日.広告欄. 
―――.1907 年 7月 13日.雑報欄「太西洋の発刊」. 
―――.1907 年 7月 13日.雑報欄「永井荷風氏送別会」. 
―――.1907 年 8月 10日.雑報欄 しのざき.「太西洋(第二号)」. 
―――.1907 年 9月 7日.広告欄. 
―――.1907 年 9月 28日.雑報欄「太西洋『第三号』」. 
―――.1907 年 9月 28日.広告欄「太西洋第四号」. 
―――.1907 年 11月 16日.雑報欄「太西洋(四号、五号)」. 
―――.1908 年 5月 23日.「中村春雨氏送別会」. 
―――.1908 年 8月 29日.「粉煙草集」. 
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―――.1908 年 9月 12日.「粉煙草集」. 
―――.1908 年 9月 20日.「粉煙草集」. 
―――.1908 年 11月 14日.雑報欄「太西洋」. 
―――.1908 年 11月 21日.広告欄「太西洋之発行」. 
―――.1916 年 12月 30日. 燈台守り.「除夜の鐘」. 
―――.1917 年 3月 24日.エス ワイ生.「邦人の美術展覧会を観る」. 
―――.1917 年 3月 31日.額屋生.「美術展覧会覗き」. 
―――.1917 年 4月 21日.台燈守り.「五十行雑感（二）」. 




―――.「在米日本人紳士録」『日米大勢年鑑』日米週報社(1914 年 1月 1日). 
日本美術年鑑編纂部.『美術年鑑』画報社(1913 年). 
『日本人』.(シアトル)1901 年 4月 20日.「広告」 
『日本人』.(ニューヨーク)98号 1923 年 1月 25日.渡辺寅次郎.「画斎の窓より」. 
―――.99号 1923 年 2月 25日.渡辺寅次郎.「画彫会会員側面観」. 
南加州日本人商業会議所.『南加州日本人史』(1956 年 1月 30日). 
荻野富士夫.『太平洋の架橋者 角田柳作「日本学」の SENSEI』芙蓉書房 (2011年 4月 25
日). 
岡義明.「清水登之、生涯を綴った日記」大川美術館『企画展 No.24清水登之 滞米日記と
素描』大川美術館(1994年 9月 27日). 
岡部晶幸.『1920-30 年代アメリカン・シーンの画家発見 トーマス永井の不思議世界』第
一生命保険相互会社社会文化事業室(1996年 10月 24日-11 月 27日). 




―――.1915 年 3月 18日.「管
ママ
野姦通問題（続）」. 






坂上博一.「永井荷風『あめりか物語』―異国風土の発見―」『解釈と鑑賞』第 62巻第 12 号
(1997 年 12月). 
笹淵友一.「永井荷風『あめりか物語』論」『国文学論集』第 6号(1973 年 1月 25日). 
『成功』.1904年 12月 1日 田村松魚「ヘレナの離別」. 
―――.1909 年 6月 1日.田村松魚.「帰朝後余が日本商店を観し時の感想」. 
―――.1909 年 6月 1日.松魚生.「親友」. 
―――.1909 年 7月 1日.新帰朝者田村松魚.「在米日本人の労働生活」. 




(1983 年 11月 1日). 
篠田左多江・山本岩夫編.『日系アメリカ文学雑誌研究―日本語雑誌を中心に』不二出版 
(1998 年 12月 15日). 
『新公論』. 1909 年 7 月 1 日.田村松魚君.「新たに米国から帰りて日本の商店を見た時の
感」. 
『新世界』. 1906年 9月 15日～10月 18日.田村松魚.「罪の手」. 
―――. 1907年 1月 1日～1月 9日.田村松魚.「大成功」. 
―――. 1907年 1月 14日～1月 20日.田村松魚.「罪の手」（続）. 
―――.1907 年 2月 15日. 松魚病夫.「病間録」. 
―――.1907 年 2月 24日. 紐育田村松魚.「閑畝君足下」. 
―――.1907 年 7月 28日. 雑報欄「中村春雨氏の消息」. 
―――.1908 年 9月 18日.「田村松魚氏来る」. 
―――.1908 年 9月 26日.雑報欄「田村松魚」 
―――.1907 年 11月 27日～12月 26日.紐育田村松魚「出世間」.  
―――.1908 年 11月 29日. 田村松魚「大和殖民地」. 
―――.1915 年 3月 13日.「管
ママ
野氏の米夫人は狂へる乎」. 
―――.1915 年 3月 14日.「卅歳の女と廿三歳の恋人」. 
―――.1915 年 3月 16日.「管
ママ
野夫人放免」. 
―――.1915 年 4月 1日.「管
ママ
野夫人離婚訴訟提起」. 
―――.1915 年 4月 4日. 清沢生「温かい死の手に抱かれた女」. 
―――.1915 年 4月 7日.「管
ママ
野離婚訴訟」. 
―――.1915 年 4月 8日.「管
ママ
野夫人に不利」. 
―――.1915 年 5月 16日.燈台守「その夜」. 
―――.1915 年 5月 16日.清沢冽「その夜」序文. 
『新小説』.1903 年 9月 1日.「時報」. 
―――.1904 年 7月 1日.松魚生.「残燈陳話」. 
―――.1904 年 12月 1日.在米松魚生.「ヘレナの別離」. 
―――.1905 年 6月 1日.在米松魚生.「危機一髪」. 
―――.1905 年 10月 1日.松魚生.「白梅の巻」. 
―――.1906 年 8月 1日.在米田村松魚.「サンデーナイト」. 
―――.1907 年 9月 1日.「時報」. 
―――.1907 年 11月 1日.松魚生.「夜露」. 
―――.1911 年 5月 1日.田村松魚.「海から陸」. 
『少女界』.1903 年 9月 11日.田村松魚.「灯台守の娘(西洋歴史譚)」. 
―――.1904 年 10月 11日.田村松魚.「黄金の指輪」. 
―――.1906 年 2月 1日.在米田村松魚.「白鳥物語」. 
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『淑女鏡かがみ』.1912年 5月 1日.松魚生.「都会の或る家庭(米国)」. 
―――.1912 年 8月 1日.松魚生.「北米の夏」. 
『趣味』.1907年 11月 1日.「文芸界消息」. 
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ママ
」 
P.55  25行目「10月 29日」→「十月廿九日」 
3 
 
P.55  27行目「賛助委員」→「賛助会員」 








P.56  28行目「三崎道夫の静物」→「三崎道夫の静物画」 
P.57 註 1「『終戦 50 年企画 アメリカに生きた日系画家たち 希望と苦悩の半世紀 1986-
1945』」→「『終戦 50年企画 アメリカに生きた日系人画家たち 希望と苦悩の半世紀 1896-
1945』」 
P.57 註 2「安来正博「石垣栄太郎スクラップ」『和歌山県立近代美術館紀要』第 1 号(1996
年 3月 31日)、15-66; 安來正博「石垣栄太郎スクラップ資料」→「安來正博「石垣栄太郎
関係スクラップ資料と、その補足的考察(１)」『和歌山県立近代美術館紀要』第 1号(1996年
3月 31日)、15-66; 安來正博「石垣栄太郎関係スクラップ資料と、その補足的考察(2)」 
P.58 註 14「1911年 9月 24日」→「1911年 9月 23日」 
P.58 註 20「雑報 美術家の懇親会」→「美術家の懇親会」 
P.58 註 24「東京美術学校洋画撰科卒業」→「東京美術学校西洋画撰科卒業」 
P.58 註 25 「前掲 20。」→「「邦人の美術思想は国家の財産なり」『紐育新報』1915年 11月
27日。」 
P.58 註 26 「「邦人の美術思想は国家の財産なり」『紐育新報』1915 年 11 月 27 日。」→
「Ibid.」 
P.58 註 30「在紐日本美術家の作品展覧会を見て」→「在紐日本美術家の作品展覧会を観て」 
P.58註 32「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展』(展覧会図録)京都府立文化芸術
会館(1983年 11月 1日)」→「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展記念画
集』(展覧会図録)、光琳社、(1983年 11月 1日)」 
P.58 註 36「燈台守り(石垣栄太郎)」→「台燈守り」 
P.59 註 43「『日米時報』」→「『日米週報』」 
P.59 註 49「統一のタイトルの作品は」→「同一のタイトルの作品が」 
P.59 註 49「シカゴ・アート・インステチュート」→「シカゴ・アート・インスティチュー
ト」 
P.59 註 49「オーガスタ賞受賞」→「オーガスタス賞の受賞」 
P.59 註 50「“Art Prizes Awards”」→「“Art Prizes Awarded”」 
P.59 註 59「（1921年 10月 1日）」→「（1922年 10月 1日）」 
P.60 註 62「（1921年 10月 1日）」→「（1922年 10月 1日）」 
P.60 註 67「玉石同架」→「玉石同架（下）」 
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P.63  30行目「新紀元を割する」→「新紀元を劃する」 
P.65  6行目 「感じ得さす」→「感げ
ママ
得さす」 
P.70  註 9「『日米週報』1917年 4月 21日、28日、台燈守り「五十行雑感」。」→「台燈守
り「五十行雑感」『日米週報』1917年 4月 21日、28日。」 
P.71 註 32 「1922年 2月 28日」→「1922年 2月 18日」 
P.74 23行目「3.邦人美術展覧会の様相」→「2.邦人美術展覧会の様相」 
P.75 24行目「都築隆」→「都筑隆」 
P.76  29行目「開催することに致しました」→「開催することと致しました」 
P.77  12行目「国差違親善」→「国際親善」 
P.78  6行目「欲するため」と同じ」→「欲する」ため、と同じ」 
P.80  2行目「コンプリメントであるが」→「コンプリメントではあるが」 
P.80  13行目「斉藤」→「齋藤」 
P.80  25行目「謳歌し、これ等」→「謳歌し謳歌し『これ等」 
P.80  32行目「興味を与える」→「興味を与える』」 
P.82 註 8 「美術委員も予定」→「準備委員も選定」 
P.82  註 12「三崎道夫「『踊り子の画』邦人美術展出品考」」→「三崎道夫「踊り子の画」」 
P.82 註 13「角南五天「邦人美術展を前にして＝感想 芸術座談」」→「角南五天「邦人美
術展を前にして 感想 芸術座談」」 
P.82 註 16「藤岡昇「画家としての私の態度を」」→「藤岡昇「画家としての私の態度」」 
P.82 註 17「都築隆「芸術の個性」」→「都筑隆「芸術と個性」」 
P.82  註 18「川村吾蔵「『彫刻断想』邦人美術展出品考」」→「川村吾蔵「彫刻断想」」 
P.83  註 41「紐育新報主催美術展の批評」→「紐育新報主催美術展の批判」 
P.83  註 47「三週間も過ぎて「邦人美術展」はけふ閉会内外人より名残を惜しまれて」→
「三週間も何時か過ぎて『邦人美術展』はけふ閉会 内外人より名残を惜しまれて」 




P.86  27行目「美術展覧会はこの後」→「美術展覧会は近い将来」 
P.86  31行目「2.1935年の紐育新報社後援邦人美術展覧会」→「1935年の紐育新報社後援
の邦人美術展覧会」 
P.87  15行目「《机の上の果物（Fruits on Table）》」→「《テーブルの上の果物（Fruits on 
Table）》」 
P.87  16行目「テンプルメダル」→「テンプル・ゴールド・メダル」 






P.88  18行目「世界文化に関する限り」→「世界文化の開する限り」 
P.88  31行目「ギャラリーの格が上った」→「ギャラリーの評価が上った」 
P.89  5行目「移植されていると評価している」→「移植されており、人を引きつけると評
価している」 
P.89  7行目「表現されている」→「表記されている」 




P.91  1行目「事業だったいえるだろう」→P.91 1行目「事業だったといえるだろう」 
P.91  15行目 「育新報社後援」→「紐育新報社後援」 
P.91  16行目「美術団体」→「美術家団体」 
P.93  註 12「《机の上の静物》」→「《テーブルの上の静物》」 
P.93  註 23「美術展覧会に就て アデレイド・リチャドソン投」→「美術展覧会に就て ア
デレイド・リチャアドソン投」 
P.93  註 24「米国国民に呼び掛ける齋藤新大使の放送」→「米国々民に呼び掛ける齋藤新
大使の放送」 
P.94  註 26「Japan’s policies and purposes, selections from recent address and writings.」
→「Japan’s policies and purposes, selections from recent addresses and writings.」 
P.94 註 34「『紐育新報』1936年 4月 25日;4月 29日;5月 2日. 石垣綾子「邦人美術展」。」
→「石垣綾子「邦人美術展」(A)～(C)『紐育新報』1936年 4月 25日;4月 29日;5月 2日。」 
P.94  註 39「日支ルンペン展覧会」→「「日支ルンペン美術展覧会」 
P.95  10行目「Work Progressive Administration」→「Work Progress Administration」 
P.98  14 行目「これらの作品は展覧会終了後、公共施設に寄付されており」→「このよう
な作品は公共施設にも寄付されており」 
P.99  13行目「《人、人生の岐路に立つ（Man, at the Crossroads of Life）》」→「《十字路
に立つ人（Man, at the Crossroads）》」 
P.102  24行目「クー・ラックス・クラン」→「クー・クラックス・クラン」 
P.102  35行目 「クー・ラックス・クラン」→「クー・クラックス・クラン」 
P.103  33行目 「解雇通知の抗議」→「解雇通知を抗議」 
P.105 13行目「華盛頓体制」→「ワシントン体制」 
P.107  3行目「支那事変以後」→「日中戦争以後」 
P.107  9行目「支那事変以後」→「日中戦争以後」 
P.107  19行目「そして」→削除 
P.108  註 9「労働者クラブで国吉康雄氏後援」→「労働者クラブで国吉康雄氏講演」 




P.108  註 20「失業者への一福音―画家救済」→「失業者への一福音 画家救済」 
P.113 註 103「雪の如月に春告げる美術展出品諸家スケッチ」→「雪の如月に春を告げる
美術展出品諸家スケッチ」 
P.116  29行目「相対的」→「総体的」 
P.118  14行目「背景にた」→「背景にした」 
P.118  註 1「Cuzo Tamotzu」→「Chuzo Tamotzu」  
P.127 34行目「Oil Painting」→「Oil Paintings」 
P.129  4 行目「《68. The Old Japanese Pantomine》」→「《68. The Old Japanese 
Pantomime》」 
P.130 4行目「The MacDowell」→「At The MacDowell」 
P.153  8行目 「Usui, Bumpei」→「Usui, Bunpei[Sic]」 
P.157 2行目「The Japanese American Artists Group. paintings, drawings, sculpture. 
Riverside Gallery, Riverside Drive and 103rd Street, New York. (Museum of Fine Arts, 
Boston). 
)」→「The Japanese American Artists Group. paintings, drawings, sculpture. Riverside 
Gallery, Riverside Drive and 103rd Street, New York. (Museum of Fine Arts, Boston).」 
※4行目の「とじカッコ」を取りました。 
P.169 「都築隆《静物(Still Life)》」→「都筑隆《静物(Still Life)》」 
P.172 「《机の上の果物（Fruits on Table）》」→「《テーブルの上の果物（Fruits on Table）》」 
P.187 7行目「京都府立文化芸術会館『霜鳥之彦遺作展』(展覧会図録) (1983年)。→「霜
鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展記念画集』(展覧会図録). 光琳社. (1983
年 11月 1日).」 
P.188  33行目「〔図 7-2〕都築隆《静物(Still Life)》」→「〔図 7-2〕都筑隆《静物(Still Life)》」 
P.189  12行目「〔図 8-1〕国吉康雄《机の上の果物（Fruits on Table）》」→「〔図 8-1〕国
吉康雄《テーブルの上の果物（Fruits on Table）》」 
P.193  2 行目「画彫会.『画彫会第一回作品展覧会後援者名簿』(1921年 10月 1日)」 
→「画彫会.『画彫会第一回作品展覧会後援者名簿』(1922年 10月 1日)」 
P.193  34行目『平民』「1905年 9月 21日.「平民の友 田村松魚君を送る」」→「1905年
9月 21日.「田村松魚君を送る」」 
P.195  21行目『紐育新報』「1915年 10 月 30日.「雑報 美術家の懇親会」」→「1915 年
10月 30日.「美術家の懇親会」」 
P.196 14 行目「1922年 2月 28日.国吉康雄「美術我観」.」→「1922年 2月 18日.国吉康
雄「美術我観」.」 




P.196  30行目「1927年 1月 1日. 藤岡昇.「画家としての私の態度を」」→「1927年 1月
1日. 藤岡昇.「画家としての私の態度」.」 
P.196 31行目「1927年 1月 1日. 川村吾蔵.「『彫刻断想』邦人美術展出品」.」→「1927
年 1月 1日. 川村吾蔵.「彫刻断想」.」 
P.196  33行目「1927年 1月 1日. 三崎道夫.「『踊り子の画』邦人美術展出品考」.」→「1927
年 1月 1日. 三崎道夫.「踊り子の画」. 
P.196  36 行目「角南五天「邦人美術展を前にして＝感想 芸術座談」」→「角南五天「邦
人美術展を前にして 感想 芸術座談」」 
P.197  3行目「都築」→「都筑」 
P.197  4行目「都築」→「都筑」 
P.197  16行目「「三週間過ぎて「邦人美術展」はけふ閉会内外人より名残を惜しまれて」. 
」→「三週間も何時か過ぎて『邦人美術展』はけふ閉会 内外人より名残を惜しまれて」 
P.197  29行目「労働者クラブで国吉康雄氏後援」→「労働者クラブで国吉康雄氏講演」 
P.197  31行目「労働者文化同盟主催で絵画展覧会開催」→「労働文化同盟主催で絵画展覧
会開催」 
P.197  34行目「失業者への一福音―画家救済」→「失業者への一福音 画家救済」 
P.198  11行目「雪の如月に春告げる美術展出品諸家スケッチ」→「雪の如月に春を告げる
美術展出品諸家スケッチ」 
P.198  16行目「美術展覧会に就て アデレイド・リチャドソン投」→「美術展覧会に就て 
アデレイド・リチャアドソン投」 
P.198  23行目『紐育新報』1936年 4月 25日「邦人美術展(1)」→「邦人美術展(A)」 
P.198  24行目『紐育新報』1936年 4月 29日「邦人美術展(2)」→「邦人美術展(B)」 
P.198  25行目『紐育新報』1936年 5月 2日「邦人美術展(3)」→「邦人美術展(C)」 
P.198  30行目『紐育新報』1937年 9月 8日「日支ルンペン展覧会」→「日支ルンペン美
術展覧会」 
P.198 31行目『紐育新報』「1937年 9月 8日.門脇ロイ.《巴土遜河畔》(図版).」 
→32行目「1938年 9月 8日.門脇ロイ.《巴土遜河畔》(図版).」 
P.198 34行目『日米』「1915年 3月 13日.「管野夫人の拘留」→「管
ママ
野夫人の拘留」 
P.198  35行目『日米』「1915年 3月 14 日.「恋に狂へる女彫刻家」」→「恋に狂へる女彫
刻師」. 
P.198  36 行目『日米』「1915 年 4 月 1 日.「管野夫人離婚問題」」→「管
ママ
野夫人離婚問題」 
P.199  8行目『日米時報』「1926年 3月 13日.藤岡昇.「独立美術展覧会 在紐邦人画家十
一名出品」.」→「1926年 3月 13日.藤岡昇.「独立美術展覧会 在紐邦人画家十一名出品」
（上）.」 
P.199   9行目『日米時報』「1926年 3月 20日.藤岡昇.「独立美術展覧会 在紐邦人画家十




P.200 8 行目 『日米週報』「1917年 4月 28日.燈台守り(石垣栄太郎).「五十行雑感（二.」
→「1917年 4月 28日.台燈守り.「五十行雑感（二）.」」 




P.200  24行目『桜府日報』「1915年 3月 17日.「管野姦通問題」→「管
ママ
野姦通問題」 




P.200  26行目『桜府日報』「1915年 4月 1日.「管野夫人離婚訴訟を提起す」」→削除 








P.200  29行目『羅府新報』「1970年 3月 14日」→削除 
P.200  33 行目「『成功.1904 年 12 月 1 日 田村松魚「ヘレナの離別」→『成功』.1904 年
12月 1日 田村松魚「ヘレナの離別」 
P.200 36行目「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展』(展覧会図録)京都府立文化
芸術会館 (1983年 11月 1日).」→「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展
記念画集』(展覧会図録). 光琳社. (1983年 11月 1日).」 
P.201  11行目「田村病夫」→「松魚病夫」 




P.201  19行目『新世界』「1915 年 3月 14 日.「三十七歳の女と二十三歳の恋人」」→「卅
歳の女と廿三歳の恋人」 
P.201  20行目『新世界』「1915年 3月 16日.「管野夫人放免」」→「管
ママ
野夫人放免」 




P.201  23行目『新世界』「1915年 4月 7日.「管野離婚訴訟」」→「管
ママ
野離婚訴訟」」 
P.201  24行目『新世界』「1915年 4月 8日.「管野夫人に不利」」→「管
ママ
野夫人に不利」 
P.202 34行目『大西洋』「1907年 8月 20日. Shomgio Tamura.「A Ghost of Old Japan」」
→「1907年 8月 20日. Shomgio[sic] Tamura.「A Ghost of Old Japan」. 
P.204  1 行目「『終戦 50 年企画 アメリカに生きた日系画家たち 希望と苦悩の半世紀
1986-1945』」→「『終戦 50 年企画 アメリカに生きた日系人画家たち 希望と苦悩の半世
紀 1896-1945』」 
P.206  30行目「Cuzo」→「Chuzo」 
P.211  17行目「New York Sun. Art Prizes Awards. March31, 1920.」→「New York Sun. 
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Art Prizes Awarded. March31, 1920.」 
P.213  3 行目「Japan’s policies and purposes, selections from recent address and 
writings. 」→「Japan’s policies and purposes, selections from recent addresses and 
writings. 」 
P.215 13 行目「画彫会.『画彫会第一回作品展覧会後援者名簿』(1921 年 10 月 1 日)」→
「画彫会.『画彫会第一回作品展覧会後援者名簿』(1922年 10月 1日)」 
P.218  32行目「武田勝彦.『荷風の青春』三笠書房(昭和 48年 3月 15日).」→「武田勝彦.
『荷風の青春』三笠書房(1973年 3月 15日).」 
P.222  8 行目「『終戦 50 年企画 アメリカに生きた日系画家たち 希望と苦悩の半世紀
1986-1945』」→「『終戦 50 年企画 アメリカに生きた日系人画家たち 希望と苦悩の半世
紀 1896-1945』」 
P.222 4 行目「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展』(展覧会図録)京都府立文化
芸術会館 (1983年 11月 1日).」→「霜鳥之彦遺作展実行委員会.『霜鳥之彦遺作展―遺作展
記念画集』(展覧会図録). 光琳社. (1983年 11月 1日).」 
P.225  20 行目「Japan’s policies and purposes, selections from recent address and 
writings. 」→「Japan’s policies and purposes, selections from recent addresses and 
writings. 」 
 
